ニュウカイ ケン カクニン ソショウ ニ オケル サイキン ノ ドウコウ by 矢野 達雄 et al.
は
じ
め
に
一
　
鹿
児
島
県
馬
毛
島
訴
訟
　（
１
）
本
件
の
概
要
　（
２
）
差
戻
審
の
推
移
二
　
山
口
県
上
関
町
神
社
名
義
地
訴
訟
　（
１
）
原
発
立
地
予
定
地
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
経
過
　（
２
）
差
戻
第
一
審
判
決
と
そ
の
問
題
点
三
　
和
歌
山
県
岩
出
市
溜
池
訴
訟
　（
１
）
本
件
の
概
要
　（
２
）
溜
池
の
所
有
権
を
い
か
に
把
握
す
る
か
　（
３
）
差
戻
第
一
審
判
決
の
検
討
　（
４
）
本
件
溜
池
は
な
ぜ
「
根
来
村
」
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
か
む
す
び
（
　
　
　
）
─　　─53
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
─
─「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
見
直
し
最
高
裁
判
決
後
に
お
け
る
─
─
矢
　
　
野
　
　
達
　
　
雄
四
五
二
四
五
二
は
　
じ
　
め
　
に
　
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
七
月
一
七
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
は
、
画
期
的
な
判
決
で
あ
っ
た
。
　
入
会
権
の
確
認
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
判
例
の
採
用
し
て
き
た
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
は
、
実
質
的
審
理
に
入
る
の
を
阻
止
す
る
役
割
を
演
じ
て
き
た
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
一
一
月
二
五
日
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判
決
で
あ
っ
た
。
同
判
決
は
、「
入
会
権
は
権
利
者
で
あ
る
一
定
の
部
落
民
に
総
有
的
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
入
会
権
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
は
、
権
利
者
全
員
が
共
同
し
て
の
み
提
起
し
う
る
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
一
部
の
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
請
求
は
当
事
者
適
格
を
欠
く
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
た
。
　
し
か
し
こ
の
理
論
を
徹
底
す
る
と
、
部
落
民
の
間
に
利
害
の
対
立
そ
の
他
の
事
情
か
ら
原
告
に
名
を
連
ね
た
く
な
い
者
が
い
る
場
合
、
確
認
訴
訟
の
提
起
そ
の
も
の
が
不
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
隘
路
を
打
開
す
る
た
め
、
入
会
権
の
確
認
を
求
め
る
原
告
は
、
訴
訟
に
参
加
し
た
く
な
い
権
利
者
の
一
部
を
被
告
に
加
え
、
権
利
者
全
員
が
訴
訟
に
参
加
し
て
い
る
体
裁
を
整
え
、
実
質
的
審
理
に
入
る
道
を
追
求
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
提
起
も
前
記
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
要
請
を
満
た
し
て
い
な
い
と
し
て
、
却
下
し
続
け
て
き
た
の
で
あ 
　
こ
の
よ
う
な
状
態
が
継
続
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
前
記
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
七
月
一
七
日
の
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
は
、
入
会
権
確
認
訴
訟
が
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
こ
と
は
維
持
し
つ
つ
、
権
利
者
全
員
が
原
告
と
し
て
名
を
連
ね
る
必
要
は
な
く
、
原
告
も
し
く
は
被
告
の
ど
ち
ら
か
に
は
い
っ
て
い
れ
ば
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
し
て
、
従
来
の
判
例
理
論
を
変
更
し
た
。
判
決
は
い
う
。
（
１
）
る
。 ＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─54
四
五
一
四
五
一
　
　
　
特
定
の
土
地
が
入
会
地
で
あ
る
の
か
第
三
者
の
所
有
地
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ
り
、
入
会
集
団
の
一
部
の
構
成
員
が
、
当
該
第
三
者
を
被
告
と
し
て
、
訴
訟
に
よ
っ
て
当
該
土
地
が
入
会
地
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
い
と
考
え
た
場
合
に
お
い
て
、
訴
え
の
提
起
に
同
調
し
な
い
構
成
員
が
い
る
た
め
に
構
成
員
全
員
で
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
上
記
一
部
の
構
成
員
は
、
訴
え
の
提
起
に
同
調
し
な
い
構
成
員
も
被
告
に
加
え
、
構
成
員
全
員
が
訴
訟
当
事
者
と
な
る
形
式
で
当
該
土
地
が
入
会
地
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
入
会
集
団
の
構
成
員
全
員
が
当
該
土
地
に
つ
い
て
入
会
権
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
構
成
員
全
員
に
よ
る
訴
え
の
提
起
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
当
事
者
適
格
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
　
本
判
決
は
、
鹿
児
島
県
西
之
表
市
馬
毛
島
を
舞
台
と
す
る
入
会
権
確
認
事
件
で
あ
っ
た
。
本
判
決
に
よ
っ
て
、
事
件
は
鹿
児
島
地
裁
に
差
し
戻
さ
れ
、
改
め
て
審
理
が
や
り
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
判
決
の
効
果
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
本
件
と
同
じ
く
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
に
基
づ
き
門
前
払
い
さ
れ
て
い
た
他
の
訴
訟
も
そ
れ
ぞ
れ
差
し
戻
さ
れ
、
審
理
が
や
り
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
全
国
的
な
動
向
は
知
悉
し
な
い
が
、
西
日
本
の
入
会
訴
訟
に
お
い
て
、
私
の
知
り
え
た
か
ぎ
り
で
も
、
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
四
代
地
区
の
神
社
名
義
地
を
舞
台
と
す
る
訴
訟
と
、
和
歌
山
県
岩
出
市
の
大
門
池
と
い
う
溜
池
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
同
様
に
差
し
戻
さ
れ
た
。
　
言
う
ま
で
も
な
く
、
訴
訟
を
提
起
し
た
当
事
者
た
ち
が
裁
判
所
に
求
め
た
の
は
、
審
理
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
（
も
ち
ろ
ん
審
理
が
開
始
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
以
後
の
展
開
は
望
む
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
が
）、
入
会
権
が
存
在
す
る
か
否
か
の
審
理
を
通
じ
て
自
分
た
ち
の
権
利
の
確
認
を
求
め
併
せ
て
開
発
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
入
会
権
の
動
向
に
関
心
を
も
つ
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
に
お
い
て
今
日
裁
判
所
が
入
会
権
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
判
断
し
て
い
る
か
こ
そ
が
、
注
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
に
よ
っ
て
門
前
払
い
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
三
件
の
入
会
権
確
認
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
、
差
戻
し
後
今
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─55
四
五
〇
四
五
〇
日
ま
で
ど
の
よ
う
に
審
理
が
展
開
し
て
き
た
か
、
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
鹿
児
島
県
馬
毛
島
訴
訟
　
本
件
は
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
の
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
の
適
用
見
直
し
を
引
き
出
し
た
当
該
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
牧
洋
一
郎
氏
が
訴
訟
の
提
起
か
ら
今
日
ま
で
詳
し
い
報
告
と
検
討
を
適
時
発
表
し
て
い
る
。
本
章
の
記
述
は
、
牧
氏
の
研 
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
（
１
）
本
件
の
概
要
　
本
件
の
係
争
地
は
、
鹿
児
島
県
西
之
表
市
馬
毛
島
（
面
積
約
八
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
葉
山
港
周
辺
の
漁
港
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
漁
業
用
地
（
三
字
四
筆
総
面
積
約
二
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
あ
る
。
原
告
は
、
こ
の
土
地
は
、 
塰 
泊 
浦
（
西
之
表
市
塰
泊
集
落
）
の
集
落
あ
ま
ど
ま
り
住
民
六
〇
余
名
が
管
理
・
利
用
し
て
い
る
共
有
入
会
地
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
登
記
簿
上
で
は
三
字
四
筆
の
土
地
で
あ
り
、
代
表
者
四
名
の
共
有
名
義
と
な
っ
て
い
た
。
　
こ
の
土
地
に
目
を
つ
け
た
開
発
業
者
旧
馬
毛
島
開
発
株
式
会
社
（
の
ち
に
タ
ス
ト
ン
・
エ
ア
ポ
ー
ト
と
名
称
変
更
、
以
下
「
業
者
」
と
称
す
る
）
が
、
採
石
の
運
搬
基
地
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
こ
の
土
地
の
買
収
を
図
っ
た
こ
と
が
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
。
開
発
業
者
は
、
本
件
開
発
目
的
は
あ
く
ま
で
も
採
石
運
搬
の
便
を
図
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
軍
事
基
地
利
用
地
へ
の
転
用
の
影
が
ち
ら
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
馬
毛
島
は
、
在
日
米
軍
空
母
艦
載
機
の
陸
上
離
着
陸
訓
練
（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）
の
移
転
候
補
地
と
し
て
名
が
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
一
再
な
ら
ず
あ
っ
た
。
ま
た
鳩
山
内
閣
時
に
は
、
普
天
間
基
地
の
移
転
候
補
地
と
し
て
一
時
名
前
が
浮
上
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
国
家
（
２
）
究
に
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─56
四
四
九
四
四
九
の
軍
事
・
防
衛
政
策
の
如
何
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
係
争
地
な
の
で
あ
る
。
　
事
件
の
経
過
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
五
月
、
登
記
名
義
人
四
人
は
、
権
利
者
約
四
〇
人
の
同
意
を
取
り
付
け
、
地
盤
総
面
積
の
約
六
四
％
を
総
額
二
一
六
万
円
で
馬
毛
島
開
発
株
式
会
社
へ
譲
渡
し
た
。
そ
し
て
、
登
記
名
義
人
四
人
か
ら
業
者
へ
持
ち
分
の
三
分
二
の
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
住
民
等
二
〇
余
名
は
、
本
件
譲
渡
は
島
の
自
然
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
と
し
て
採
石
工
事
に
反
対
し
、
次
々
に
訴
訟
を
提
起
し
た
。
〔
甲
事
件
〕
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
一
一
月
提
起
、
売
買
無
効
確
認
・
妨
害
排
除
請
求
事
件
、
対
象
─
字
葉
山
、
原
告
─
住
民
二
二
名
（
漁
民
一
二
名
、
非
漁
民
一
〇
名
）、
被
告
─
業
者
、
登
記
名
義
人
二
名
（
Ａ
、
Ｂ
）
〔
乙
事
件
〕
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
四
月
提
起
、
土
地
所
有
権
移
転
登
記
抹
消
手
続
請
求
事
件
、
対
象
─
字
蜑
泊
小
屋
お
よ
び
字
八
重
石
、
原
告
─
住
民
二
三
名
（
漁
民
一
二
名
、
非
漁
民
一
一
名
）、
被
告
─
業
者
、
登
記
名
義
人
二
名
（
Ｃ
、
Ｄ
）
〔
丙
事
件
〕
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
九
月
二
日
提
起
、
入
会
権
確
認
請
求
事
件
、
対
象
─
三
字
、
原
告
─
住
民
二
六
名
（
漁
民
一
二
名
、
非
漁
民
一
四
名
）、
被
告
─
業
者
、
登
記
名
義
人
四
名
を
含
む
住
民
三
六
名
（
売
却
賛
成
派
）
　
原
告
が
、
係
争
地
は
原
告
住
民
ら
の
入
会
地
で
あ
る
、
登
記
名
義
人
四
名
に
よ
る
本
件
土
地
の
売
却
は
、
各
入
会
権
者
が
有
す
る
処
分
権
・
議
決
権
へ
の
侵
害
で
あ
り
、
入
会
地
の
処
分
は
権
利
者
全
員
の
同
意
が
な
い
の
で
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
被
告
等
は
「
当
該
各
土
地
は
民
法
上
の
共
有
地
で
あ
り
、
権
利
の
譲
渡
は
各
権
利
者
の
意
思
の
み
で
可
能
で
あ
る
」
と
抗
弁
し
た
。
　
①
　
第
一
審
判
決
　
鹿
児
島
地
裁
は
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
四
月
一
二
日
、
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
甲
事
件
お
よ
び
乙
事
件
が
棄
却
、
丙
事
件
は
却
下
で
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─57
四
四
八
四
四
八
あ
っ
た
。
　
甲
事
件
で
は
、
入
会
権
の
存
在
を
認
め
た
が
、
侵
害
が
受
忍
限
度
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
て
差
し
止
め
を
認
め
な
か
っ
た
。
乙
事
件
で
は
、
使
用
収
益
権
を
根
拠
と
し
て
は
移
転
登
記
の
抹
消
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
丙
事
件
は
、
最
高
裁
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
一
一
月
二
五
日
判
決
を
引
用
し
て
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
②
　
控
訴
審
判
決
　
原
告
ら
は
、
乙
事
件
に
つ
い
て
は
控
訴
を
見
送
り
、
甲
事
件
に
つ
い
て
は
一
旦
控
訴
し
た
も
の
の
「
第
一
審
以
上
の
妨
害
事
実
の
立
証
が
困
難
で
あ
る
」
と
し
て
、
控
訴
を
取
り
下
げ
た
。
か
く
し
て
控
訴
さ
れ
裁
判
所
の
審
理
を
あ
お
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
丙
事
件
の
み
と
な
っ
た
。
　
そ
し
て
丙
事
件
に
つ
い
て
、
控
訴
審
の
福
岡
高
裁
宮
﨑
支
部
も
、
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
六
月
三
〇
日
、
一
審
判
決
と
同
旨
の
却
下
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
　
③
　
上
告
審
判
決
　
こ
れ
に
対
し
原
告
ら
が
上
告
し
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
七
月
一
七
日
、
最
高
裁
に
お
い
て
原
判
決
が
破
棄
さ
れ
、
第
一
審
に
差
し
戻
す
旨
の
判
決
が
あ
っ
た
こ
と
は
さ
き
に
記
し
た
。
（
２
）
差
戻
審
の
推
移
　
丙
事
件
は
第
一
審
に
差
し
戻
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
審
理
は
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
牧
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
実
質
的
審
理
は
全
く
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
差
戻
し
を
受
け
た
鹿
児
島
地
裁
の
審
理
の
模
様
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
裁
判
官
は
、「
原
告
の
二
六
名
と
被
告
の
三
六
名
が
入
会
＜
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四
四
七
四
四
七
権
者
の
全
員
で
あ
る
の
か
、
も
し
一
人
で
も
欠
け
て
い
れ
ば
却
下
す
る
」「
集
落
の
住
民
中
入
会
権
者
で
な
い
者
が
い
る
が
、
こ
れ
は
如
何
な
の
か
」
な
ど
と
、
入
会
権
者
の
全
員
が
訴
訟
の
当
事
者
に
な
っ
て
い
る
か
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
を
強
く
示
し
た
。
　
そ
し
て
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
六
月
一
五
日
、
鹿
児
島
地
裁
は
、「
入
会
権
者
で
原
告
・
被
告
い
ず
れ
に
も
な
っ
て
い
な
い
者
が
少
な
く
と
も
三
名
い
る
」
と
し
て
、
本
件
を
却
下
す
る
旨
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
　
牧
氏
に
よ
る
と
、
裁
判
官
が
当
事
者
に
な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
者
三
名
中
の
一
名
は
原
告
と
な
っ
て
い
る
の
を
誤
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
裁
判
官
は
「
種
子
島
漁
業
協
同
組
合
員
一
覧
表
」
に
も
と
づ
き
入
会
権
者
で
あ
る
か
ど
う
か
判
断
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
正
確
に
は
「
塰
泊
小
組
合
員
一
覧
表
」
で
あ
る
な
ど
、
全
く
杜
撰
な
認
定
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
判
決
が
当
事
者
と
な
っ
て
い
な
い
入
会
権
者
と
し
て
指
摘
し
た
者
た
ち
は
、「
積
極
的
に
自
分
た
ち
が
入
会
権
者
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
」「
原
被
告
ど
ち
ら
が
勝
訴
し
よ
う
が
、
利
益
・
不
利
益
に
全
く
関
係
な
い
と
考
え
る
者
た
ち
」
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
裁
判
官
が
入
会
権
者
の
範
囲
に
強
く
こ
だ
わ
り
、
実
質
的
審
理
に
入
ろ
う
と
し
な
い
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て
、
牧
氏
は
、
「
あ
る
個
人
（
世
帯
主
）
が
入
会
権
者
で
あ
る
か
否
か
は
、
入
会
集
団
が
そ
の
慣
習
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
裁
判
所
と
い
え
ど
も
公
序
良
俗
に
反
す
る
場
合
を
除
い
て
訴
訟
当
事
者
で
な
い
者
の
入
会
権
者
の
地
位
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
　
差
戻
審
の
却
下
判
決
は
、
原
審
提
起
時
の
二
六
名
と
三
六
名
が
入
会
権
者
の
全
員
で
あ
る
か
ど
う
か
を
強
く
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
最
初
の
提
訴
か
ら
今
日
ま
で
一
〇
年
近
く
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
。
今
日
ま
で
の
間
に
、
住
民
の
死
亡
・
転
居
そ
の
他
の
事
由
等
で
、
移
動
が
生
じ
る
の
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
も
し
権
利
者
の
移
動
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
（
そ
の
後
権
利
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
者
も
含
め
て
）、
原
告
お
よ
び
被
告
双
方
に
確
認
を
と
り
つ
つ
、
当
事
者
の
補
正
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。
前
記
最
高
裁
判
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─59
四
四
六
四
四
六
決
の
意
義
は
、
原
審
お
よ
び
控
訴
審
が
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
を
武
器
に
却
下
の
門
前
払
い
を
繰
り
返
し
て
本
案
の
実
質
審
理
に
入
る
こ
と
を
妨
げ
た
の
に
対
し
、
入
会
権
あ
り
と
主
張
し
そ
の
確
認
を
求
め
る
人
び
と
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
尊
重
し
、
実
質
審
理
に
入
る
よ
う
促
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
差
戻
審
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
」
の
要
請
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
こ
だ
わ
っ
て
再
度
実
質
審
理
の
進
行
を
妨
害
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
（
３
）
再
　
提
　
訴
　
開
発
反
対
を
主
張
す
る
原
告
た
ち
は
、
改
め
て
入
会
権
確
認
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
と
し
た
。
原
告
た
ち
を
駆
り
立
て
た
も
の
は
、
差
戻
審
判
決
の
不
当
性
に
対
す
る
怒
り
と
、
新
た
に
馬
毛
島
に
生
じ
た
軍
事
基
地
と
し
て
の
転
用
の
危
険
の
増
大
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
七
月
二
日
西
之
表
市
を
訪
れ
た
防
衛
副
大
臣
は
、
馬
毛
島
を
米
軍
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
移
転
候
補
地
と
し
て
い
る
こ
と
を
地
元
一
市
三
町
に
正
式
に
伝
え
た
。
採
石
事
業
の
先
に
は
軍
事
目
的
の
基
地
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
こ
と
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
八
月
二
六
日
　
第
二
次
入
会
権
確
認
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。「
権
利
者
全
員
の
同
意
を
得
な
い
（
共
同
）
所
有
権
の
（
売
買
）
移
転
は
無
効
で
あ
る
」
と
す
る
の
が
請
求
趣
旨
で
あ
る
。
入
会
権
利
者
の
確
定
は
困
難
を
き
わ
め
た
が
、
訴
訟
当
事
者
と
な
る
入
会
権
者
を
精
査
し
直
し
、
改
め
て
提
訴
に
踏
み
切
っ
た
。
原
告
は
二
四
名
、
被
告
は
、
被
告
住
民
四
二
名
と
業
者
と
な
っ
た
。
原
・
被
告
と
も
新
た
に
加
わ
っ
た
（
加
え
た
）
者
が
い
る
一
方
、
原
告
か
ら
被
告
に
転
じ
た
者
が
い
る
な
ど
、
前
回
と
は
異
な
っ
た
構
成
と
な
っ
た
。
　
今
後
は
、
新
た
な
原
・
被
告
の
メ
ン
バ
ー
が
入
会
権
者
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
か
な
ど
、
ふ
た
た
び
入
り
口
論
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
本
件
各
土
地
が
入
会
地
で
あ
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
集
団
的
に
管
理
さ
れ
て
い
た
か
実
質
審
理
が
進
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
＜
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四
四
五
四
四
五
二
　
山
口
県
上
関
原
発
予
定
地
神
社
名
義
地
訴
訟
（
１
）
原
発
立
地
予
定
地
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
経
過
　
中
国
電
力
は
、
山
口
県
上
関
町
を
原
子
力
発
電
所
立
地
予
定
地
と
定
め
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
計
画
を
進
め
て
き
た
。
同
町
は
、
推
進
派
と
反
対
派
に
分
か
れ
、
三
〇
年
余
に
わ
た
っ
て
両
者
の
攻
防
が
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
　
上
関
町
は
、
山
口
県
南
東
部
の
熊
毛
郡
南
端
に
位
置
す
る
。
原
発
の
立
地
予
定
地
と
さ
れ
た 
四 
代 
地
区
は
、
同
町
長
島
（
か
つ
て
は
島
で
あ
っ
し
だ
い
た
が
、
現
在
は
上
関
大
橋
で
本
土
と
つ
な
が
っ
て
い
る
）
の
ほ
ぼ
西
端
に
位
置
す
る
漁
業
を
中
心
と
す
る
地
区
で
あ
る
。
原
子
炉
建
屋
の
建
設
予
定
地
は
、
海
に
面
し
た
同
地
区
最
西
端
に
位
置
し
て
い
る
。
四
代
地
区
内
に
あ
る
原
発
立
地
用
地
は
敷
地
面
積
で
約
三
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
の
ぼ
る
。
中
国
電
力
に
よ
る
用
地
買
収
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
二
カ
所
を
め
ぐ
っ
て
は
、
反
対
派
か
ら
入
会
権
に
基
づ
く
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
裁
判
が
行
わ
れ
て
き 
　
①
　
四
代
「
共
有
地
」
訴
訟
　
ひ
と
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
四
代
地
区
の
「
共
有
地
」
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
あ
る
。
四
代
地
区
の
住
民
で
あ
る
四
名
は
、
こ
れ
ら
は
共
有
入
会
地
で
あ
る
と
し
て
共
有
入
会
権
の
確
認
と
、
同
地
の
中
国
電
力
へ
の
所
有
権
移
転
は
権
利
者
全
員
の
同
意
を
得
て
い
な
い
の
で
無
効
で
あ
る
と
し
て
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。
第
一
審
山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
判
決
（
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
三
月
二
四
日
）
は
、
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
は
認
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
四
代
住
民
の
入
会
権
に
も
と
づ
く
使
用
収
益
権
を
認
め
、
被
告
中
国
電
力
は
現
状
を
変
更
し
て
原
告
ら
の
使
用
収
益
を
妨
げ
て
は
い
け
な
い
と
、
原
告
の
一
部
勝
訴
を
言
い
渡
し
た
。
し
か
し
控
訴
審
広
島
高
裁
判
決
（
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
一
〇
月
二
〇
日
）
は
、
原
告
ら
は
入
会
権
の
行
使
た
る
使
用
収
益
権
を
有
し
て
い
た
が
、
四
（
３
）
た
。
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─61
四
四
四
四
四
四
〇
年
余
り
行
使
し
な
か
っ
た
の
で
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
。
ま
た
当
該
地
の
所
有
権
は
権
利
能
力
な
き
社
団
た
る
「
四
代
区
」
に
移
行
し
て
お
り
、
そ
の
処
分
は
役
員
の
み
の
決
議
で
で
き
る
と
し
て
原
告
の
逆
転
敗
訴
を
言
い
渡
し 
　
上
告
審
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
は
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
四
月
一
四
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
。
判
決
は
三
対
二
に
分
か
れ
た
。
多
数
意
見
は
、
控
訴
審
の
判
決
理
由
は
覆
し
た
も
の
の
、
入
会
集
団
の
構
成
員
全
員
の
同
意
を
要
件
と
し
な
い
で
処
分
を
認
め
る
慣
習
も
、
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
限
り
有
効
で
あ
る
と
し
て
、
結
論
と
し
て
控
訴
審
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
少
数
意
見
は
、
本
件
部
落
に
、
役
員
会
の
全
員
一
致
で
入
会
地
を
処
分
で
き
る
と
の
慣
習
が
存
在
し
て
い
た
と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
反
対
し
た
が
、
結
局
多
数
意
見
が
制
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
本
件
訴
訟
は
原
告
の
敗
訴
で
決
着
し 
　
②
　
四
代
八
幡
宮
名
義
地
訴
訟
　
も
う
ひ
と
つ
が
、
登
記
簿
上
「
四
代
八
幡
宮
」
名
義
の
神
社
有
地
約
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
あ 
　
四
代
八
幡
宮
は
、
四
代
地
区
に
所
在
す
る
神
社
で
あ
る
。
四
代
地
区
に
原
発
立
地
の
計
画
が
も
ち
あ
が
っ
た
頃
の
四
代
八
幡
宮
宮
司
は
林
春
彦
氏
で
あ
っ
た
。
同
宮
司
は
八
幡
宮
名
義
の
土
地
を
中
国
電
力
に
売
却
す
る
こ
と
に
当
初
慎
重
な
姿
勢
を
と
り
、
後
に
明
確
に
反
対
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
四
代
八
幡
宮
の
責
任
役
員
会
は
、
代
表
役
員
を
含
め
て
四
名
で
構
成
さ
れ
、
代
表
役
員
（
法
律
上
の
地
位
）
は
神
社
規
則
で
宮
司
（
宗
教
上
の
地
位
）
を
も
っ
て
充
て
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
宮
司
は
自
動
的
に
代
表
委
員
に
就
任
し
、
ま
た
役
員
会
の
招
集
権
も
も
つ
、
林
宮
司
が
役
員
会
を
開
か
な
い
の
で
、
買
収
交
渉
も
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
売
却
推
進
派
は
、
林
宮
司
の
解
任
を
策
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
作
を
め
ぐ
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
神
社
本
庁
（
東
京
）
は
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
三
月
一
七
日
付
け
で
林
宮
司
を
解
任
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
宮
成
惠
臣
氏
（
山
口
市
朝
田
神
社
宮
司
）
を
任
命
し
た
。
新
た
に
任
命
さ
れ
た
宮
成
宮
司
の
も
と
で
売
却
話
は
ス
ム
ー
（
４
）
た
。
（
５
）
た
。
（
６
）
る
。
＜
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ス
に
進
め
ら
れ
、
同
年
一
二
月
、
八
幡
宮
の
責
任
役
員
会
は
多
数
決
で
売
却
を
決
定
、
翌
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
八
月
の
売
買
予
約
・
仮
登
記
を
経
て
、
同
年
一
〇
月
七
日
に
所
有
権
移
転
の
本
登
記
が
行
わ
れ
た
。
　
林
宮
司
は
、
自
己
の
解
任
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
、「
宮
司
地
位
・
代
表
役
員
執
行
権
停
止
仮
処
分
申
立
」
訴
訟
な
ど
を
提
起
し
、
ま
た
林
宮
司
の
退
職
届
偽
造
に
対
し
て
、
刑
事
告
訴
と
損
害
賠
償
訴
訟
も
別
途
提
起
し
て
闘
っ
て
い
た
が
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
三
月
三
一
日
死
去
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
は
事
実
上
終
了
し
た
。
　
さ
き
に
「
共
有
地
」
の
入
会
権
を
争
っ
て
い
た
四
代
地
区
の
住
民
三
名
（
四
名
の
う
ち
一
名
は
死
去
し
た
）
は
、
神
社
名
義
地
に
つ
い
て
も
入
会
地
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
一
一
月
、
同
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
三
月
山
口
地
裁
岩
国
支
部
に
所
有
権
移
転
登
記
抹
消
請
求
・
入
会
権
確
認
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
法
理
か
ら
門
前
払
い
さ
れ
る
危
惧
の
あ
る
こ
と
を
配
慮
し
て
、
中
国
電
力
の
他
に
入
会
権
者
の
う
ち
訴
訟
提
起
に
賛
同
し
な
い
者
た
ち
を
被
告
に
加
え
た
。
　
原
告
の
請
求
は
、
神
社
名
義
地
は
、
四
代
部
落
住
民
の
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
地
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
（
主
位
的
請
求
）、
仮
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
四
代
部
落
住
民
の
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
地
で
あ
る
（
予
備
的
請
求
）
と
こ
ろ
、
本
件
入
会
地
の
処
分
は
全
員
一
致
の
賛
成
が
な
い
か
ら
無
効
で
あ
る
。
中
国
電
力
へ
の
登
記
は
抹
消
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
、
被
告
は
、
本
件
土
地
は
四
代
地
区
住
民
が
入
会
権
を
有
し
て
い
た
土
地
で
は
な
い
。
仮
に
入
会
権
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
既
に
時
効
に
よ
り
消
滅
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
原
告
ら
は
、
中
国
電
力
に
対
し
妨
害
排
除
又
は
妨
害
予
防
を
請
求
す
る
根
拠
が
な
い
と
主
張
し
た
。
　
山
口
地
裁
岩
国
支
部
判
決
は
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
三
月
二
九
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
。
判
決
は
、「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
に
も
と
づ
き
入
会
権
者
全
員
が
参
加
し
て
い
な
い
と
し
て
却
下
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
入
会
権
の
確
認
を
求
め
る
部
分
は
、
確
認
の
利
益
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─63
四
四
二
四
四
二
を
欠
く
と
し
て
棄
却
さ
れ
た
。
　
し
か
し
そ
の
一
年
後
に
最
高
裁
は
従
来
の
判
例
を
覆
し
て
、
安
易
な
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
の
適
用
に
釘
を
刺
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
件
訴
訟
に
も
新
た
な
展
望
が
開
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
控
訴
審
に
入
り
、
原
告
は
三
名
か
ら
一
名
に
減
少
し
た
。
こ
れ
は
女
性
原
告
二
名
が
高
齢
と
病
気
療
養
の
た
め
町
外
に
転
出
し
、
入
会
権
者
た
る
資
格
を
喪
失
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
原
告
に
と
ど
ま
っ
た
男
性
は
長
ら
く
外
国
航
路
の
船
員
を
つ
と
め
た
人
物
で
、
高
齢
の
た
め
仕
事
か
ら
は
引
退
し
地
元
に
と
ど
ま
り
入
会
訴
訟
を
継
続
す
る
意
欲
を
示
し
た
。
中
国
電
力
に
加
え
原
告
以
外
の
入
会
権
利
者
を
被
告
と
し
た
。
　
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
六
月
二
五
日
、
広
島
高
裁
判
決
が
あ
っ
た
。
判
決
で
は
、
入
会
権
確
認
訴
訟
に
関
す
る
部
分
を
取
り
消
し
、
山
口
地
裁
に
差
し
戻
し
た
。
こ
の
結
論
は
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
七
月
一
七
日
の
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
に
よ
っ
て
い
わ
ば
予
想
さ
れ
た
判
決
で
あ
っ
た
。
原
被
告
双
方
と
も
不
十
分
と
し
て
上
告
し
た
が
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
九
月
九
日
最
高
裁
は
上
告
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
舞
台
は
山
口
地
裁
に
移
り
、
裁
判
は
文
字
通
り
振
り
出
し
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
（
２
）
差
戻
第
一
審
の
判
決
と
そ
の
問
題
点
　
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
二
月
二
六
日
、
差
戻
第
一
審
の
判
決
が
あ
っ
た
。
　
原
告
は
、
原
告
ら
が
本
件
土
地
に
対
し
入
会
権
（
主
位
的
請
求
と
し
て
、
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
、
予
備
的
請
求
と
し
て
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
権
）
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
が
、
判
決
は
、
い
ず
れ
の
請
求
も
否
定
し
、
原
告
の
敗
訴
を
言
い
渡
し
た
。
　
本
件
土
地
（
合
筆
前
九
筆
、
合
筆
後
一
筆
）
は
、
土
地
台
帳
お
よ
び
登
記
簿
の
上
で
見
る
限
り
つ
ぎ
の
よ
う
な
複
雑
な
経
過
を
た
ど
っ
て
い
た
。
＜
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土
地
台
帳
所
有
者
欄
─
　
　
　
Ｉ
Ｄ
弥
太
郎
　
明
治
三
八
年
三
月
二
九
日
受
付
　
Ｉ
Ｄ
寅
平
所
有
権
保
存
登
記
　（
大
正
六
年
～
一
二
年
　
抵
当
権
設
定
と
抹
消
を
繰
り
返
す
）
　
大
正
一
二
年
八
月
二
〇
日
受
付
　
所
有
権
移
転
（
売
買
）
四
代
村
社
八
幡
宮
　
大
正
一
三
年
八
月
一
七
日
　
上
関
村
長
島
字
前
浦
村
　
名
義
人
表
示
更
正
　
大
正
一
三
年
一
〇
月
三
〇
日
　
神
社
財
産
登
記
　
昭
和
三
一
年
六
月
二
九
日
　
所
有
権
移
転
（
宗
教
法
人
法
付
則
第
一
八
項
）
八
幡
宮
こ
の
よ
う
な
登
記
名
義
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
は
、
ひ
と
つ
の
争
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
土
地
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
も
争
わ
れ
た
。
　
原
告
は
、
本
件
土
地
は
も
と
も
と
い
わ
ゆ
る
村
持
山
で
あ
っ
た
、
明
治
三
八
年
の
Ｉ
Ｄ
寅
平
名
義
で
の
所
有
権
保
存
登
記
は
素
封
家
で
あ
っ
た
Ｉ
Ｄ
家
に
お
い
て
衆
議
院
議
員
選
挙
の
選
挙
権
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
と
し
、
実
態
は
従
来
通
り
四
代
地
区
住
民
が
支
配
し
利
用
し
て
き
た
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
大
正
一
二
年
の
八
幡
宮
へ
の
所
有
権
移
転
は
、
四
代
地
区
で
集
会
を
開
き
、
家
業
が
傾
き
地
区
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
Ｉ
Ｄ
家
か
ら
金
二
〇
〇
〇
円
で
買
い
受
け
た
も
の
で
あ
る
、
当
時
の
八
幡
宮
は
こ
の
よ
う
な
資
金
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
金
は
住
民
の
出
捐
に
よ
っ
て
調
達
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
相
当
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
ま
た
本
件
土
地
に
は
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ
、
こ
れ
を
四
代
区
が
支
払
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
賃
貸
借
契 
基
づ
く
賃
借
料
も
神
社
で
は
な
く
四
代
区
名
義
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
本
件
土
地
が
四
代
地
区
の
土
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
　
こ
れ
に
対
し
判
決
は
、
本
件
土
地
は
今
田
家
の
個
人
所
有
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
大
正
一
二
年
売
買
に
よ
り
八
幡
宮
の
所
有
地
と
な
っ
た
と
（
７
）
約
に
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─65
四
四
〇
四
四
〇
認
定
し
た
。
Ｉ
Ｄ
家
の
所
有
期
お
よ
び
同
家
の
所
有
か
ら
は
ず
れ
た
時
期
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
四
代
住
民
の
共
有
地
と
な
っ
た
こ
と
は
な
く
、
原
告
お
よ
び
被
告
住
民
ら
が
本
件
土
地
に
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
を
有
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
示
し 
　
ま
た
判
決
は
、
第
二
の
争
点
す
な
わ
ち
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
権
の
主
張
も
退
け
た
。
判
旨
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
Ｉ
Ｄ
家
所
有
の
時
期
、
入
山
利
用
し
た
事
実
が
認
め
ら
れ
な
い
」「
神
社
有
地
に
な
っ
た
後
、
入
山
利
用
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
共
有
入
会
地
で
あ
る
地
下
山
と
接
続
し
、
境
界
の
表
示
標
な
ど
な
か
っ
た
の
で
、
他
人
（
こ
の
場
合
は
八
幡
宮
）
持
の
土
地
で
収
益
す
る
権
利
だ
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
」「
本
件
土
地
は
神
社
の
土
地
と
し
て
崇
め
ら
れ
個
人
的
な
使
用
収
益
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
本
件
利
用
の
管
理
利
用
に
つ
い
て
四
代
地
区
住
民
に
よ
る
共
同
体
規
制
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
」「
四
代
住
民
が
火
災
や
土
砂
防
止
の
た
め
に
保
全
管
理
し
て
き
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
神
社
の
氏
子
の
管
理
保
全
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
、
入
会
慣
行
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
。
　
か
く
て
差
戻
し
後
の
第
一
審
判
決
は
、
原
告
の
主
張
す
る
共
有
入
会
権
お
よ
び
地
役
入
会
権
の
い
ず
れ
も
否
定
し
、
原
告
の
全
面
敗
訴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
判
決
は
結
論
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
事
実
認
定
が
強
引
か
つ
き
わ
め
て
杜
撰
で
あ
り
、
前
後
に
撞
着
も
目
立
つ
。
　
ま
ず
、
判
決
は
共
有
入
会
権
を
否
定
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
一
に
も
二
に
も
登
記
名
義
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
Ｉ
Ｄ
か
ら
四
代
八
幡
宮
へ
移
転
し
て
い
る
か
ら
、
Ｉ
Ｄ
名
義
の
時
代
は
Ｉ
Ｄ
家
の
個
人
所
有
地
で
あ
り
、
四
代
八
幡
宮
名
義
に
な
っ
た
時
以
降
は
四
代
八
幡
宮
の
神
社
財
産
と
受
け
取
る
べ
し
と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
反
す
る
原
告
の
論
証
は
す
べ
て
斥
け
る
が
、
そ
の
際
裁
判
所
は
被
告
も
述
べ
て
い
な
い
想
像
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
曰
く
、
神
社
は
二
〇
〇
〇
円
と
い
う
多
額
の
金
額
を
支
出
で
き
る
財
産
を
有
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
対
し
て
は
、
金
額
は
二
〇
〇
〇
円
よ
り
も
低
額
で
あ
っ
た
と
か
、「
四
代
組
」
か
ら
寄
進
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ
そ
の
支
払
い
を
「
四
代
組
」
が
お
こ
な
っ
て
い
た
、
ま
た
神
社
役
員
が
被
告
会
社
か
ら
賃
料
を
受
領
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
（
８
）
た
。
＜
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四
三
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は
、「
四
代
地
区
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
八
幡
宮
の
氏
子
で
あ
る
」
か
ら
格
別
不
自
然
と
は
い
え
な
い
と
強
弁
し
て
、
神
社
と
い
う
宗
教
法
人
の
財
産
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
判
決
の
根
幹
部
分
た
る
論
旨
を
あ
っ
さ
り
と
投
げ
捨
て
て
顧
み
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
字
・
部
落
名
義
の
登
記
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
神
社
の
名
義
を
借
り
て
部
落
財
産
を
保
全
し
た
と
す
る
原
告
の
主
張
に
対
し
て
、
判
決
は
周
辺
に
「
四
代
組
」
名
義
の
土
地
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
組
名
義
で
登
記
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
前
後
は
政
府
が
率
先
し
て
部
落
有
林
野
統
一
政
策
を
進
め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
組
・
大
字
名
義
の
所
有
権
登
記
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
　
つ
ぎ
に
地
役
入
会
権
の
否
定
の
所
で
は
、
更
に
牽
強
付
会
と
強
弁
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
前
後
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る
。
　
ま
ず
判
決
は
、
地
役
入
会
権
の
成
立
に
は
、「
当
該
土
地
に
対
す
る
入
会
的
使
用
収
益
の
事
実
」
と
「
あ
る
程
度
の
内
部
規
律
」
の
存
在
が
必
要
だ
と
一
般
論
を
述
べ
る
。
し
か
し
裁
判
所
の
事
実
認
定
は
、
こ
の
言
明
を
こ
と
ご
と
く
裏
切
っ
て
い
る
。
　
判
決
は
、
Ｉ
Ｄ
家
所
有
時
代
に
は
、
本
件
土
地
に
つ
い
て
の
使
用
収
益
が
な
さ
れ
た
事
実
は
な
い
と
述
べ
る
。「
他
人
所
有
の
山
に
入
っ
て
薪
な
ど
を
採
取
す
る
と
文
句
を
言
わ
れ
る
」
と
い
う
Ｋ
Ｔ
証 
ら
、「
他
人
所
有
の
山
林
か
ら
枯
木
等
を
採
取
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
こ
れ
が
Ｉ
Ｄ
家
所
有
山
林
へ
の
使
用
収
益
が
な
か
っ
た
と
い
う
認
定
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
Ｋ
Ｔ
証
言
は
、
部
落
民
は
Ｉ
Ｄ
家
名
義
山
林
を
自
分
た
ち
の
山
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
立
ち
入
っ
た
と
い
う
趣
旨
で
述
べ
た
も 
あ
り
、
発
言
の
趣
旨
を
曲
解
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
村
社
八
幡
宮
が
所
有
権
獲
得
し
た
時
代
に
つ
い
て
、
Ｋ
Ｔ
証
言
を
引
用
し
て
「
本
件
土
地
に
つ
い
て
薪
の
採
取
が
行
わ
れ
始
め
た
」
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
四
代
組
名
義
の
入
会
地
と
本
件
土
地
を
区
分
す
る
表
示
が
な
か
っ
た
か
ら
、「
四
代
住
民
ら
に
と
っ
て
本
件
土
地
が
他
の
個
人
の
土
地
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
強
く
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
」
こ
と
に
由
来
し
、「
そ
れ
を
越
え
て
入
会
権
と
し
て
の
実
体
を
有
す
（
９
）
言
か
（
）
１０の
で
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─67
四
三
八
四
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八
る
も
の
」
は
発
生
し
て
い
な
い
と
す
る
。
そ
も
そ
も
、
住
民
は
村
社
八
幡
宮
名
義
の
土
地
は
自
分
た
ち
の
土
地
と
認
識
し
利
用
し
て
き
た
と
す
る
の
が
原
告
の
主
張
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
共
有
地
」
と
村
社
八
幡
宮
名
義
の
土
地
に
境
界
を
表
示
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
も
当
然
だ
し
、「
他
の
個
人
の
土
地
」
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
る
は
ず
が
な
い
。「
そ
れ
を
越
え
て
入
会
権
と
し
て
の
実
体
を
有
す
る
も
の
」
と
い
う
の
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
理
解
不
能
で
あ
る
。
判
決
の
意
図
を
あ
え
て
忖
度
す
る
と
、「
こ
こ
は
他
人
の
土
地
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
自
分
た
ち
に
は
地
役
入
会
権
と
い
う
利
用
権
が
あ
る
か
ら
、
利
用
す
る
の
だ
」
と
い
う
意
識
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
入
会
利
用
が
な
か
っ
た
と
言
い
た
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
住
民
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
観
念
的
思
弁
的
な
法
律
家
的
思
考
を
す
る
は
ず
が
な
い
。
原
告
は
、
住
民
た
ち
は
村
社
八
幡
宮
名
義
の
山
も
自
分
た
ち
の
山
だ
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
、
自
由
に
立
ち
入
り
薪
を
採
取
し
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
全
く
反
論
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
ま
た
判
決
は
、
本
件
土
地
の
管
理
利
用
に
つ
い
て
四
代
地
区
住
民
ら
に
よ
る
「
共
同
体
的
統
制
の
存
在
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
判
決
は
別
の
箇
所
で
、「
他
人
所
有
の
山
に
入
っ
て
薪
な
ど
を
採
取
す
る
と
文
句
を
言
わ
れ
る
」
と
い
う
Ｋ
Ｔ
証
言
か
ら
、「
他
人
所
有
の
山
林
か
ら
枯
木
等
を
採
取
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
事
実
を
認
定
し
、
ま
た
同
じ
く
「
八
幡
山
の
枯
れ
木
な
ら
根
っ
こ
か
ら
切
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
割
り
木
は
採
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
Ｋ
Ｔ
証
言
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
四
代
部
落
の
「
共
同
体
的
統
制
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
　
さ
ら
に
判
決
は
、「
薪
の
採
取
は
、
神
社
地
と
し
て
本
件
土
地
が
管
理
保
全
さ
れ
る
中
で
、
薪
の
採
取
等
で
あ
れ
ば
誰
か
ら
も
咎
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
黙
認
さ
れ
て
き
た
」
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、「
そ
こ
に
入
会
権
が
成
立
し
て
い
た
と
か
、
入
会
慣
行
的
な
使
用
収
益
に
昇
華
し
た
な
ど
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
。
し
か
し
薪
の
採
取
は
、
文
字
通
り
使
用
収
益
行
為
で
あ
る
。
入
会
集
団
構
成
員
が
「
誰
か
ら
も
咎
め
ら
れ
る
こ
と
な
る
黙
認
さ
れ
て
き
た
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
立
派
に
入
会
慣
行
が
成
立
し
て
い
る
。「
入
会
慣
行
的
な
使
用
収
益
に
昇
＜
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華
」
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
上
に
何
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
ま
た
判
決
は
、「
八
幡
宮
の
維
持
運
営
は
四
代
地
区
住
民
ら
の
資
力
や
労
働
力
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
本
件
（
八
幡
山
）
に
つ
い
て
土
砂
崩
壊
や
無
秩
序
な
伐
採
等
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
四
代
地
区
住
民
ら
の
手
に
よ
っ
て
管
理
保
全
さ
れ
て
き
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
な
が
ら
、「
そ
れ
は
神
社
地
と
し
て
の
管
理
保
全
」
で
あ
り
「
入
会
慣
行
に
よ
る
管
理
保
全
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。
し
か
し
、
四
代
地
区
住
民
の
手
に
よ
っ
て
土
砂
崩
壊
や
無
秩
序
な
伐
採
等
か
ら
山
を
守
り
維
持
・
管
理
し
て
き
た
の
は
、「
入
会
慣
行
に
よ
る
管
理
保
全
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
判
決
は
「
神
社
地
と
し
て
の
管
理
保
全
」
と
「
入
会
慣
行
に
よ
る
管
理
保
全
」
と
は
違
う
と
い
う
見
解
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
四
代
の
場
合
「
四
代
地
区
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
八
幡
宮
の
氏
子
」
で
あ
る
こ
と
は
判
決
も
認
め
て
い
る
。
ど
こ
ま
で
が
「
神
社
地
と
し
て
の
管
理
保
全
」
で
、
ど
こ
か
ら
が
「
入
会
慣
行
に
よ
る
管
理
保
全
」
な
の
か
線
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
和
歌
山
県
岩
出
市
大
門
池
訴
訟
（
１
）
本
件
の
概
要
　
本
件
は
、
和
歌
山
県
岩
出
市
に
所
在
す
る
大
門
池
・
新
池
と
よ
ば
れ
る
溜
池
の
共
有
入
会
権
お
よ
び
地
役
入
会
権
を
め
ぐ
る
訴
訟
事
件
で
あ
る
。
　
和
歌
山
県
岩
出
市
に
所
在
す
る
根
来
寺
は
、
そ
も
そ
も
は 
覚 
鑁 
上
人
が
高
野
山
か
ら
独
立
し
て
創
建
し
た
新
義
真
言
宗
の
総
本
山
で
あ
る
。
か
く
ば
ん
広
壮
な
伽
藍
を
配
置
し
て
い
た
が
、
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
に
さ
れ
、
大
塔
・
伝
法
院
な
ど
一
部
を
残
し
て
焼
失
し
た
。
江
戸
時
代
に
紀
州
徳
川
家
の
援
助
の
も
と
復
興
が
は
か
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
　
さ
て
、
本
件
係
争
の
溜
池
は
、
根
来
寺
大
門
の
前
に
所
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
通
称
大
門
池
と
よ
ば
れ
て
き
た
。
同
池
は
、
数
百
年
に
わ
た
っ
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─69
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図　大門池の水掛図
（大門池・新池は、西坂本村・森村・堀口村・川尻村の各一部を灌漑してきた。）
四
三
五
四
三
五
て
当
地
の
水
田
耕
作
者
た
ち
に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
同
池
主
要
部
分
の
面
積
は
、
二
九
、六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
他
に
堤
塘
部
分
六
、四
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル
を
含
む
。
ま
た 
新  
池 
は
、
大
門
池
の
真
上
に
位
置
し
、
大
門
池
の
補
助
水
源
と
し
て
の
機
能
を
あ
た
ら
し
い
け
果
た
し
て
き
た
。
新
池
の
面
積
は
、
一
八
、七
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
堤
塘
部
分
は
二
、四
六
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
以
上
の
数
字
は
、
明
治
期
の
土
地
台
帳
に
よ
る
（
た
だ
し
メ
ー
ト
ル
法
に
修
正
し
て
い
る
）。
　
大
門
池
・
新
池
の
築
造
は
、
根
来
寺
蔵
「
根
来
寺
伽
藍
古
絵
図
」
等
か
ら
一
五
世
紀
こ
ろ
と
み
ら
れ
る
。
　
藩
政
期
に
は
い
る
と
、
大
門
池
、
新
池
は
西
坂
本
村
、
森
村
、
堀
口
村
、
川
尻
村
の
四
ヶ
村
の
各
一
部
か
ら
成
る
水
利
集
団
に
よ
っ
て
「
所
持
」＝
支
配
進
退
さ
れ
て
き
た
。
四
ヶ
村
の
支
配
進
退
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
物
語
る
史
料
が
多
く
残
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
原
告
に
よ
っ
て
証
拠
と
し
て
法
廷
に
提
出
さ
れ 
　
さ
て
明
治
期
に
入
り
、
地
租
改
正
お
よ
び
そ
の
後
の
土
地
政
策
に
よ
っ
て
、
近
代
的
土
地
所
有
権
制
度
が
導
入
さ
れ
、
名
義
は
転
々
変
遷
し
た
が
地
元
水
利
集 
よ
る
用
水
の
利
用
と
管
理
は
基
本
的
に
か
わ
っ
て
い
な
い
。
　
地
租
改
正
段
階
に
お
い
て
い
か
な
る
地
券
が
だ
れ
に
発
給
さ
れ
た
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ 
た
だ
、
明
治
二
二
年
様
式
の
土
地
台
帳
（
法
務
局
保
存
）
に
よ
る
と
、
大
門
池
・
新
池
の
所
有
者
欄
に
「
官
有
地
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
池
は
官
民
有
区
分
の
最
終
結
果
と
し
て
官
有
地
に
区
分
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
両
池
の
官
有
地
編
入
が
妥
当
な
措
置
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
問
題
は
残
る
が
、
こ
れ
は
後
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
国
有
財
産
法
が
成
立
し
、
同
法
の
施
行
（
同
一
一
年
四
月
一
日
）
に
先
立
ち
、
国
有
財
産
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
不
要
存
置
財
産
は
民
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
贈
与
─
大
正
一
一
年
三
月
二
三
日
、
保
存
登
記
─
大
正
一
一
年
八
月
二
九
日
、
移
転
登
記
─
大
正
一
一
年
一
一
月
七
日
付
け
で
両
池
は
官
有
地
か
ら
「
根
来
村
」
に
譲
与
さ
れ
た
（
土
地
台
帳
記
載
）。
根
（
）
１１た
。
（
）
１２団
に
（
）
１３る
。
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─71
四
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四
三
四
来
村
は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
町
村
制
施
行
に
よ
り
誕
生
し
た
（
西
坂
本
村
、
森
村
、
堀
口
村
、
川
尻
村
、
押
川
村
、
奧
安
上
谷
村
、
尼
ヶ
辻
村
、
今
中
村
を
合
併
）
行
政
村
で
あ
る
。
こ
の
国
有
財
産
払
い
下
げ
に
関
し
、
和
歌
山
県
の
溜
池
で
周
辺
の
地
区
で
は
地
元
水
利
組
合
名
義
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ 
、
本
件
両
溜
池
に
関
し
て
は
地
元
水
利
組
合
で
は
な
く
行
政
村
と
し
て
の
「
根
来
村
」
に
移
転
し
た
こ
と
に
な
っ
た
（
次
ペ
ー
ジ
表
を
参
照
）。
こ
れ
が
今
次
一
連
の
紛
争
の
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
後
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
　
そ
の
後
、
両
池
の
維
持
・
管
理
・
利
用
に
関
し
て
、
行
政
村
た
る
根
来
村
は
全
く
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
依
然
と
し
て
地
元
水
利
組
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
　
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
、
根
来
村
は
周
辺
町
村
と
合
併
し
、
岩
出
町
の
一
部
と
な
っ
た
。
つ
い
で
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
の
市
制
施
行
に
よ
っ
て
、
岩
出
町
は
岩
出
市
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
岩
出
町
時
代
の
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
七
月
、
大
門
池
を
埋
め
立
て
て
町
立
図
書
館
を
建
設
す
る
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
町
は
大
門
池
の
半
分
の
埋
め
立
て
を
水
利
組
合
に
申
し
入
れ
た
。
水
利
組
合
は
図
書
館
建
設
そ
れ
自
体
の
意
義
は
認
め
た
が
、
そ
の
後
岩
出
町
の
態
度
が
一
変
し
た
こ
と
か
ら
事
態
が
紛
糾
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
町
は
、
そ
れ
ま
で
根
来
村
の
ま
ま
だ
っ
た
登
記
名
義
を
岩
出
町
に
書
き
換
え
（
平
成
一
五
年
八
月
）、
町
有
地
で
あ
る
か
ら
水
利
組
合
の
同
意
は
不
要
で
あ
る
と
の
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
池
の
埋
立
と
図
書
館
建
設
を
強
行
し
た
。
　
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
二
月
六
日
　
水
利
組
合
員
七
〇
名
（
選
定
当
事
者
─
Ｎ
お
よ
び
Ｋ
の
二
名
）
が
岩
出
市
と
原
告
に
参
加
で
き
な
い
一
七
名
を
被
告
と
し
て
大
門
池
が
水
利
組
合
員
八
七
名
の
共
有
入
会
地
で
あ
る
こ
と
、
予
備
的
に
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
地
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
和
歌
山
地
裁
に
提
起
し
た
。
（
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１４た
が
＜
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和
歌
山
地
裁
で
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
一
一
月
二
〇
日
に
判
決
が
あ
っ
た
。
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
一
一
月
二
五
日
の
最
高
裁
判
決
（
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
）
を
引
用
し
て
、
訴
え
自
体
が
不
適
法
と
し
て
却
下
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
原
告
は
大
阪
高
裁
に
控
訴
し
た
が
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
五
月
三
〇
日
の
大
阪
高
裁
判
決
は
棄
却
で
あ
っ
た
。
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─73
表
西
坂
本
に
所
在
し
た
官
有
地
名
義
の
溜
池
の
払
下
げ
状
況
（
大
正
年
３
月
）
１１
名
称
大
門
池
新
池
丹
生
池
ニ
ゴ
リ
池
瓦
谷
上
下
池
鮒
谷
上
下
池
住
持
池
中
左
近
池
（
注
）
右
は
、
西
坂
本
所
在
の
溜
池
の
う
ち
、
当
初
官
有
地
で
あ
っ
た
も
の
の
一
覧
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
、
当
初
か
ら
根
来
寺
、
小
田
井
所
有
等
の
も
の
が
あ
る
。
所
在
地
西
坂
本
西
坂
本
西
坂
本
西
坂
本
西
坂
本
西
坂
本
西
坂
本
西
坂
本
所
有
者
官
有
地
官
有
地
官
有
地
官
有
地
官
有
地
官
有
地
官
有
地
官
有
地
譲
与
日
大
正
．
３
．
１１
２３
大
正
．
３
．
１１
２３
大
正
．
３
．
１１
２３
大
正
．
３
．
１１
２３
大
正
．
３
．
１１
２３
大
正
．
３
．
１１
２３
大
正
．
３
．
１１
２３
大
正
．
３
．
１１
２３
譲
与
を
受
け
た
者
根
来
村
根
来
村
根
来
村
根
来
村
根
来
村
根
来
村
住
持
中
左
近
両
溜
池
水
利
組
合
住
持
中
左
近
両
溜
池
水
利
組
合
参
考
数
ケ
村
入
会
数
ケ
村
入
会
村
の
一
部
二
ケ
村
入
会
村
の
一
部
数
ケ
村
入
会
数
ケ
村
入
会
数
ケ
村
入
会
組
合
結
成
四
三
二
四
三
二
　
と
こ
ろ
が
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
七
月
一
七
日
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
に
お
い
て
、
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
適
用
の
見
直
し
が
な
さ
れ
た
。
本
件
に
も
同
判
旨
が
適
用
さ
れ
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
一
二
月
八
日
、
最
高
裁
は
原
判
決
を
破
棄
し
、
和
歌
山
地
裁
に
差
し
戻
す
旨
を
言
い
渡
し
た
。
　
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
本
件
訴
訟
は
再
び
和
歌
山
地
裁
で
実
質
審
理
を
や
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
二
年
半
余
の
審
理
の
後
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
五
月
二
九
日
、
和
歌
山
地
裁
で
判
決
の
言
い
渡
し
が
あ
っ
た
。
判
決
は
、
原
告
の
請
求
の
う
ち
、
本
件
溜
池
に
水
利
組
合
の
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
の
成
立
（
主
位
的
請
求
）
は
認
め
な
か
っ
た
が
、
共
有
の
性
質
を
有
し
な
い
入
会
権
の
成
立
（
予
備
的
請
求
）
を
認
め
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
、
原
告
・
被
告
双
方
が
控
訴
し
、
目
下
大
阪
高
裁
で
審
理
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
　
差
し
戻
し
第
一
審
判
決
は
、
一
見
原
告
・
被
告
の
痛
み
分
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
結
論
を
導
き
出
し
た
論
旨
と
事
実
認
識
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
検
討
し
よ
う
。
（
２
）
溜
池
の
所
有
権
は
い
か
に
し
て
判
定
す
る
か
　
判
決
の
検
討
に
入
る
前
に
、
一
般
論
と
し
て
、
溜
池
や
水
路
・
溝
渠
の
よ
う
な
水
利
関
連
施
設
（
以
下
溜
池
等
と
称
す
る
）
に
関
し
て
、
水
の
利
用
の
問
題
（
水
利
権
）
と
は
別
に
、
か
か
る
施
設
の
敷
地
・
底
地
の
土
地
所
有
権
が
誰
に
あ
る
か
を
判
定
す
る
場
合
の
問
題
点
を
考
え
て
み
よ
う
。
　
時
期
的
に
は
、
中
世
な
い
し
近
世
に
築
造
・
建
設
さ
れ
た
水
利
関
連
施
設
を
近
代
以
降
も
維
持
し
て
い
る
場
合
を
主
た
る
考
察
の
対
象
と
す
る
。
こ
の
場
合
ま
ず
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
近
代
的
所
有
権
の
観
念
す
な
わ
ち
抽
象
的
・
観
念
的
所
有
権
と
物
の
現
実
的
支
配
・
利
用
の
分
離
し
た
あ
り
方
は
中
・
近
世
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
溜
池
等
は
、
た
だ
水
田
耕
作
の
便
と
し
て
の
み
構
＜
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築
さ
れ
、
他
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な 
溜
池
等
の
築
造
だ
け
で
な
く
、
大
雨
・
台
風
等
で
損
壊
さ
れ
た
と
き
の
修
理
・
保
全
に
は
多
大
の
費
用
と
労
働
力
の
拠
出
が
要
請
さ
れ
た
。
ま
た
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
渇
水
期
に
お
け
る
水
盗
み
や
水
路
破
壊
な
ど
人
為
的
妨
害
か
ら
水
利
施
設
を
守
る
監
視
も
不
可
欠
で
あ
る
。
水
が
豊
富
に
存
在
し
順
調
に
推
移
し
て
い
る
場
合
に
も
、
そ
の
水
を
組
合
員
に
万
遍
な
く
供
給
し
利
用
さ
せ
る
に
は
、
番
水
や
水
路
の
清
掃
な
ど
日
常
的
な
維
持
・
管
理
労
働
と
そ
の
体
制
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
溜
池
を
維
持
・
管
理
・
利
用
す
る
主
体
が
そ
れ
ら
施
設
を
「
支
配
・
進
退
」
す
る
主
体
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
広
範
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ 
　
し
た
が
っ
て
、
地
租
改
正
お
よ
び
そ
の
後
の
官
民
有
区
分
に
お
い
て
、
抽
象
的
・
観
念
的
所
有
権
と
物
の
現
実
的
支
配
・
利
用
を
分
離
し
て
捉
え
る
近
代
的
所
有
権
制
度
が
導
入
さ
れ
た
時
、
多
く
の
地
方
に
お
い
て
水
利
施
設
等
は
地
元
に
あ
っ
て
日
常
的
に
そ
れ
ら
施
設
を
維
持
・
管
理
・
利
用
す
る
主
体
＝
村
や
水
利
集
団
の
も
の
す
な
わ
ち
民
有
地
に
認
定
さ
れ
た
の
は
、
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
和
歌
山
県
の
官
民
有
区
分
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
水
利
施
設
等
が
官
有
地
に
認
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
和
歌
山
県
に
派
出
さ
れ
た
官
員
の
官
民
有
区
分
認
定
の
実
態
が
大
い
に
影
響
を
も
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
。
お
そ
ら
く
山
林
原
野
の
官
民
有
区
分
に
お
け
る
「
官
没
」
認
定
と
同
様
の
力
学
が
働
い
た
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
、
溜
池
等
水
利
施
設
に
お
け
る
地
盤
の
所
有
主
体
を
判
定
す
る
際
、
登
記
名
義
は
決
定
的
な
材
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
　
本
件
は
溜
池
の
所
有
主
体
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
が
、
原
告
は
こ
れ
を
入
会
権
の
問
題
す
な
わ
ち
民
法
二
六
三
条
の
「
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
」
の
問
題
と
し
て
提
起
し
て
い
る
。
入
会
権
は
山
林
原
野
に
対
す
る
権
利
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
本
質
は
村
落
共
同
体
の
支
配
権
（
利
用
権
な
い
し
所
有
権
）
を
指
す
も
の
と
し
て
民
法
起
草
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
集
団
が
集
団
的
に
支
配
す
る
慣
習
的
権
利
で
あ
れ
ば
、
溜
池
は
も
ち
ろ
ん
温
泉
や
漁
場
に
つ
い
て
も
入
会
権
の
成
否
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
学
説
・
判
（
）
１５い
。
（
）
１６る
。
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─75
四
三
〇
四
三
〇
例
と
も
に
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
入
会
権
と
登
記
名
義
と
の
関
係
で
は
、「
入
会
権
の
成
否
は
登
記
名
義
と
は
無
関
係
で
あ
る
」
と
い
う
理
論
が
、
入
会
権
を
め
ぐ
る
多
く
の
研
究
者
に
よ
る
長
年
に
わ
た
る
調
査
・
観
察
・
研
究
の
結
果
、
学
説
・
判
例
多
数
の
支
持
を
受
け
、
今
日
で
は
確
立
さ
れ
た
理
論
と
な
っ
て
い
 
　
入
会
権
は
民
法
上
の
物
権
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
登
記
す
る
道
は
開
か
れ
て
い
な
い
。
不
動
産
登
記
法
第
一
条
は
登
記
可
能
な
権
利
を
列
挙
す
る
が
、
そ
の
な
か
に
入
会
権
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
判
例
は
、
入
会
権
は
登
記
な
く
し
て
第
三
者
に
対
抗
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
早
く
か
ら
明
示
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
役
的
入
会
権
で
あ
る 
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
で
あ
る
か
を
問
わ
な 
が
判
例
の
立
場
で
あ
り
、
学
説
も
こ
の
点
を
支
持
し
な
い
も
の
は
皆
無
に
近 
　
要
す
る
に
、
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
で
あ
れ
、
地
役
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
で
あ
れ
、
そ
の
成
否
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
登
記
名
義
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
で
は
な
く
、
そ
の
実
態
に
即
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
山
中
永
之
佑
氏
は
、『
民
事
裁
判
の
法
史
学
─
村
と
土
地
の
裁
判
と
法
─
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い 
　
　
　
土
地
台
帳
・
登
記
簿
な
ど
、
公
簿
の
記
載
・
登
録
事
項
・
登
記
事
項
は
、
そ
の
記
載
・
登
録
事
項
・
登
記
事
項
自
体
に
問
題
が
な
い
と
は
言
え
な
い
し
、「
そ
の
記
載
は
一
応
の
推
測
的
効
力
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
わ
が
国
の
法
制
の
も
と
で
は
、
公
簿
の
記
載
が
所
有
権
を
創
設
す
る
こ
と
の
な
い
こ
と
は
議
論
の
余
地
は
な
い
」。
　
そ
こ
で
池
敷
・
堤
塘
等
の
所
有
権
は
、
池
の
創
設
・
築
造
事
情
が
明
白
で
、
容
易
に
所
有
権
者
を
確
定
で
き
る
場
合
は
問
題
な
い
が
、
そ
の
創
設
・
築
造
等
の
歴
史
的
沿
革
が
不
明
で
、
所
有
権
者
が
確
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
記
述
し
た
よ
う
に
、
地
券
の
記
載
内
容
や
土
（
）
１７る
。
（
）
１８か
、
（
）
１９い
の
（
）
２０い
。
（
）
２１る
。
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地
台
帳
（
土
地
共
有
者
台
帳
）・
登
記
簿
な
ど
の
公
簿
の
登
録
事
項
・
登
記
事
項
に
よ
る
ほ
か
、
そ
の
地
方
に
お
け
る
伝
統
的
・
歴
史
的
な
池
敷
・
堤
塘
所
有
者
の
所
有
権
行
使
の
態
様
・
慣
行
等
を
調
査
・
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
判
定
基
準
に
よ
っ
て
、
池
敷
・
堤
塘
等
の
所
有
権
者
を
確
定
す
る
以
外
に
み
ち
は
な
い
。
　
私
も
か
つ
て
愛
媛
県
吉
田
町
の
溜
池
の
所
有
主
体
を
判
定
す
る
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
た
時
に
、
同
様
の
見
解
を
披
歴
し
た
こ
と
が
あ 
　
　
　
一
般
論
と
し
て
、
登
記
簿
面
の
記
載
は
、
所
有
権
の
所
在
に
つ
い
て
こ
れ
を
推
定
す
る
手
が
か
り
を
与
え
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
登
記
に
公
信
力
を
認
め
て
い
な
い
本
邦
法
制
の
も
と
で
は
、
登
記
さ
え
備
え
て
い
れ
ば
名
義
人
の
所
有
で
あ
る
こ
と
が
確
定
で
き
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
特
に
山
林
原
野
な
ど
の
場
合
、
実
態
と
し
て
は
部
落
共
同
体
の
所
有
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
落
名
義
の
登
記
が
不
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
代
表
者
名
義
・
数
人
も
し
く
は
多
数
の
共
有
名
義
・
神
社
や
寺
院
の
ほ
か
法
人
名
義
で
登
記
さ
れ
て
い
る
と
か
、
部
落
有
財
産
統
一
政
策
の
過
程
で
旧
町
村
名
義
も
し
く
は
新
町
村
名
義
に
移
行
し
て
い
て
も
、
実
態
と
し
て
は
依
然
と
し
て
部
落
有
の
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
顕
著
な
事
実
で
あ
る
。
山
林
原
野
の
場
合
、
そ
の
真
実
の
所
有
主
体
が
誰
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
に
は
、
あ
く
ま
で
実
態
に
即
し
て
検
討
し
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
溜
池
や
水
路
等
に
つ
い
て
も
、
こ
の
点
は
同
様
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
溜
池
等
の
所
有
主
体
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、
登
記
名
義
の
み
が
決
定
的
な
判
定
材
料
と
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
実
態
に
即
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
が
一
致
し
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
）
２２る
。
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─77
四
二
八
四
二
八
（
３
）
差
戻
第
一
審
判
決
の
検
討
　
再
び
、
本
件
に
も
ど
っ
て
、
原
告
・
被
告
の
主
張
お
よ
び
裁
判
所
の
判
断
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
　
本
件
の
争
点
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
原
告
ら
が
本
件
溜
池
に
対
し
て
共
有
入
会
権
、
も
し
く
は
地
役
入
会
権
を
有
し
て
い
た
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
原
告
は
、
本
件
水
利
集
団
構
成
員
ら
は
官
民
有
区
分
以
前
・
以
後
を
問
わ
ず
、
共
有
入
会
権
を
有
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
多
く
の
史
料
を
提
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
史
料
を
以
下
に
示
す
。
　
ⅰ『
南
紀
徳
川
史
』
の
記
述
　『
南
紀
徳
川
史
』
に
お
い
て
は
、
溜
池
等
の
普
請
は
郷
役
米
（
在
所
の
村
々
が
支
出
す
る
の
意
）
に
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　「
池
井
関
等
の
普
請
所
並
新
田
畑
通
り
為
出
来
致
普
請
候
分
は
自
今
は
其
所
の
掛
り
下
之
高
を
坪
詰
人
足
帳
之
雇
書
に
為
致
可
被
申
付
事
　
右
郷
役
米
季
季
季
払
方
諸
色
之
仕
形
念
入
可
被
申
付 
な
ど
。
　
ⅱ
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
「
奉
願
口
上
覚
」
　
　
干
魃
の
年
森
村
五
兵
衛
の
池
水
盗
取
を
契
機
に
三
村
（
西
坂
本
を
除
く
三
か
村
）
が
五
兵
衛
の
処
罰
と
「
池
下
法
式
」（
水
利
慣
行
）
の
強
化
を
願
い
出
た
文
書
。
　
ⅲ
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
「
大
門
池
水
定
書
」
　
　
西
坂
本
村
、
森
村
、
堀
口
村
、
川
尻
村
の
間
で
取
り
決
め
ら
れ
た
、
大
門
池
の
利
用
に
関
す
る
定
書
。
水
減
少
時
に
池
水
の
配
分
を
め
ぐ
っ
（
）
２３事
」
＜
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下
三
ヶ
村
と
西
坂
本
村
が
出
入
り
に
及
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
ⅱ
・
ⅲ
の
両
史
料
を
通
じ
て
、
四
ヵ
村
が
大
門
池
を
実
質
的
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
ま
た
原
告
は
、
明
治
以
降
も
水
利
組
合
が
大
門
池
の
維
持
管
理
全
般
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
、
史
料
を
あ
げ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
　
ⅳ「
大
門
池
下
聯
合
申
合
規
則
」（
明
治
一
五
年
）
　
　
大
門
池
下
に
係
る
土
工
水
理
の
便
益
を
謀
り
経
費
を
予
算
し
そ
の
賦
課
法
を
設
け
る
た
め
四
ヶ
村
（
西
坂
本
村
、
森
村
、
堀
口
村
、
川
尻
村
）
か
ら
毎
村
委
員
を
選
出
し
て
申
し
合
わ
せ
た
規
則
で
あ
る
。
池
守
人
・
監
督
人
・
水
廻
人
の
仕
事
や
給
与
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
　
ⅴ「
大
門
池
下
受
負
申
合
規
則
」（
明
治
一
六
年
）
　
　
大
門
池
下
養
水
の
た
め
毎
村
か
ら
受
負
人
一
名
を
選
出
、
池
守
人
と
併
せ
て
仕
事
や
給
与
お
よ
び
そ
の
負
担
方
法
な
ど
を
規
定
し
た
も
の
。
受
負
人
は
常
に
池
を
管
守
す
る
任
務
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
ⅵ
大
正
一
四
年
九
月
、
和
歌
山
県
が
実
施
し
た
「
溜
池
潅
漑
調
査
書
」（
根
来
村
提
出
）
で
は
、
大
門
池
・
新
池
の
「
摘
要
欄
」
に
「
組
合
」
と
記
載
し
て
い
る
。
他
の
溜
池
で
は
、「
個
人
有
」「
村
有
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
調
査
書
の
同
欄
は
根
来
村
が
所
有
主
体
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
か
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
ⅶ「
土
地
賃
貸
借
契
約
書
」（
昭
和
五
九
年
一
二
月
）
　
岩
出
町
が
大
門
池
水
利
組
合
の
管
理
す
る
土
地
（
溜
池
の
一
部
を
埋
め
立
て
た
も
の
）
を
駐
車
場
用
地
と
し
て
借
り
上
げ
る
た
め
、
水
利
組
合
理
事
長
と
賃
貸
借
契
約
を
結
び
、
借
地
料
を
支
払
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
岩
出
町
は
溜
池
を
水
利
組
合
の
所
有
地
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
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原
告
は
、
具
体
的
事
実
を
挙
げ
な
が
ら
、
本
件
溜
池
に
つ
き
、
原
告
水
利
組
合
が
池
の
保
存
や
修
理
に
際
し
、
費
用
や
労
働
力
を
負
担
し
、
ま
た
池
下
四
ヵ
村
で
規
約
を
制
定
し
て
日
常
的
に
維
持
・
管
理
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
主
張
し
て
い
る
。
上
記
の
と
お
り
、
原
告
水
利
組
合
が
本
件
両
溜
池
敷
地
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
は
、
根
来
村
や
岩
出
町
も
承
知
し
、
そ
の
よ
う
な
取
扱
を
し
て
き
た
の
で
あ 
　
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、「
本
件
両
溜
池
敷
地
は
、
官
民
有
区
分
に
よ
っ
て
官
有
地
に
区
分
さ
れ
、
本
件
払
い
下
げ
に
よ
っ
て
根
来
村
に
所
有
権
移
転
登
記
手
続
き
が
さ
れ
た
。
こ
の
登
記
に
よ
っ
て
、
本
件
構
成
員
ら
が
入
会
権
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
事
実
上
推
定
さ
れ
る
」
「
所
有
権
の
恒
久
性
、
観
念
性
か
ら
す
る
と
、
仮
に
原
告
等
が
主
張
す
る
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
構
成
員
等
が
入
会
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
」「（
原
告
の
）
維
持
管
理
行
為
は
、
本
件
両
溜
池
の
水
を
耕
作
に
利
用
す
る
者
が
そ
の
反
射
的
効
果
と
し
て
当
然
に
行
う
も
の
」
な
ど
と
述
べ
る
だ
け
で
、
行
政
体
た
る
根
来
村
─
岩
出
町
─
岩
出
市
が
池
の
維
持
・
管
理
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
立
証
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
要
す
る
に
被
告
市
側
の
主
張
は
、
登
記
名
義
が
市
に
あ
る
こ
と
の
一
点
張
り
な
の
で
あ
る
。
　
本
件
判
決
は
、
原
告
水
利
組
合
の
主
張
の
う
ち
、
地
役
入
会
権
の
存
在
は
肯
定
し
た
。
判
決
は
「
明
治
時
代
以
前
か
ら
、
本
件
両
溜
池
の
下
流
域
に
あ
っ
た
西
坂
本
村
、
森
村
、
堀
口
村
及
び
川
尻
村
の
四
か
村
に
属
し
、
本
件
水
利
集
団
を
構
成
し
て
い
た
本
件
構
成
員
ら
が
、
本
件
両
溜
池
の
水
を
潅
漑
水
と
し
て
利
用
し
、
本
件
水
利
集
団
が
、
各
村
間
の
水
利
の
調
整
方
法
等
を
決
め
て
い
た
こ
と
、
明
治
時
代
以
後
、
本
件
構
成
員
ら
が
、
大
門
池
の
水
の
利
用
に
関
す
る
役
割
を
決
め
、
本
件
水
利
集
団
が
、
費
用
を
出
し
て
、
池
の
設
備
を
維
持
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
…
…
本
件
水
利
集
団
を
構
成
し
て
い
た
本
件
構
成
員
ら
が
、
官
民
有
区
分
以
前
に
、
本
件
両
溜
池
の
水
の
利
用
及
び
管
理
に
関
し
、
慣
習
に
基
づ
く
排
他
的
な
支
配
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、「
本
件
構
成
員
ら
は
、
官
民
有
区
分
以
前
に
、
本
件
土
地
の
地
役
入
会
権
を
有
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
判
決
は
、
共
有
入
会
権
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
。「
本
件
両
溜
池
自
体
が
、
本
件
構
成
員
ら
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
こ
と
（
）
２４る
。
＜
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を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
…
…
取
り
決
め
は
、
大
門
池
の
水
利
に
関
す
る
事
項
に
限
ら
れ
て
い
る
」
ま
た
、「
官
民
有
区
分
に
よ
り
官
有
地
に
区
分
さ
れ
た
他
の
近
隣
の
溜
池
の
敷
地
は
、
大
正
時
代
に
各
溜
池
に
係
る
水
利
組
合
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
が
、
本
件
両
溜
池
敷
地
は
、
本
件
水
利
集
団
に
払
い
下
げ
ら
れ
ず
、
本
件
水
利
集
団
が
払
い
下
げ
を
受
け
よ
う
と
し
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
」
と
し
て
共
有
入
会
権
の
成
立
を
否
定
し
た
。
　
要
す
る
に
裁
判
所
の
認
定
は
、「
官
民
有
区
分
以
前
に
、
本
件
両
溜
池
の
水
の
利
用
お
よ
び
管
理
に
関
し
、
慣
習
に
基
づ
季
季
季
季
季
く季
排
他
的
な
支
配
季
季
季
季
季
季
権
限
季
季
を
有
し
て
い
た
と
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
な
が
ら
、「
本
件
土
地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
と
し
て
の
排
他
的
な
支
配
権
限
季
季
季
季
季
季
季
季
季
季
季
季
季
季
季
を
有
し
て
い
た
と
推
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
判
決
は
、
本
件
水
利
集
団
に
よ
る
「
排
他
的
な
支
配
権
限
」
を
認
定
し
つ
つ
も
、
そ
れ
は
「（
水
の
利
用
に
つ
い
て
の
）
慣
習
に
基
づ
く
排
他
的
な
支
配
権
限
」
で
あ
っ
て
、「
所
有
者
と
し
て
の
排
他
的
な
支
配
権
限
」
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
近
代
的
所
有
権
観
念
を
有
し
な
い
江
戸
時
代
の
人
び
と
に
、（
所
有
の
意
識
を
も
た
な
い
単
な
る
利
用
に
つ
い
て
の
）
排
他
的
な
支
配
権
限
と
、（
所
有
の
意
識
に
も
と
づ
い
た
）
排
他
的
な
支
配
権
限
を
分
け
て
捉
え
る
考
え
方
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。「（
水
の
利
用
に
つ
い
て
の
）
慣
習
に
基
づ
く
排
他
的
な
支
配
権
限
」
こ
そ
が
「
所
有
者
と
し
て
の
排
他
的
な
支
配
権
限
」
の
権
原
で
あ
り
、
両
者
は
一
体
と
判
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
判
決
は
、
水
を
管
理
・
利
用
し
て
い
る
水
利
集
団
と
は
異
な
る
何
ら
か
の
主
体
、
た
と
え
ば
紀
州
藩
と
か
行
政
体
と
し
て
の
四
ヵ
村
と
か
が
「
所
有
者
と
し
て
の
排
他
的
な
支
配
権
限
」
を
行
使
し
て
お
り
、
そ
れ
が
官
有
地
の
認
定
や
根
来
村
へ
の
譲
与
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
紀
州
藩
が
池
の
築
造
に
関
与
し
た
と
か
、
修
理
保
存
の
費
用
・
労
力
を
調
達
し
た
と
か
を
示
す
史
料
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
生
活
共
同
体
と
し
て
の
村
と
分
離
さ
れ
た
行
政
体
と
し
て
の
村
や
村
連
合
も
い
ま
だ
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
本
件
の
場
合
は
、
池
の
管
理
に
関
与
し
た
の
は
、
農
耕
の
た
め
そ
の
池
の
水
を
利
用
す
る
池
掛
り
に
あ
る
水
利
集
団
構
成
員
で
あ
っ
て
四
ヵ
村
の
住
民
全
部
で
は
な
い
。
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
、
行
政
体
と
し
て
の
村
や
村
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権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─81
四
二
四
四
二
四
連
合
が
所
有
の
主
体
と
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
（
４
）
本
件
溜
池
は
な
ぜ
「
根
来
村
」
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
か
　
大
門
池
・
新
池
が
官
民
有
区
分
時
に
な
ぜ
官
有
地
に
編
入
さ
れ
た
か
、
詳
細
な
い
き
さ
つ
は
分
か
ら
な
い
。
和
歌
山
県
に
お
い
て
は
、
周
辺
に
も
官
有
地
に
区
分
さ
れ
た
溜
池
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
か
ら
、
当
時
の
派
出
官
員
の
認
定
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
　
国
有
財
産
法
成
立
を
契
機
と
す
る
不
要
存
置
国
有
地
の
払
い
下
げ
の
際
、
同
じ
く
官
有
地
で
あ
っ
た
周
辺
溜
池
に
は
地
元
水
利
組
合
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
所
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
門
池
・
新
池
は
、「
根
来
村
」
に
譲
与
さ
れ
た
。
　
な
ぜ
、
大
門
池
・
新
池
両
溜
池
に
関
し
て
、
地
元
水
利
組
合
で
は
な
く
行
政
村
た
る
「
根
来
村
」
に
所
有
権
が
移
転
さ
れ
た
の
か
は
、
本
件
に
つ
い
て
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
原
告
は
、
払
い
下
げ
を
受
け
た
水
利
組
合
は
法
人
格
を
有
す
る
普
通
水
利
組
合
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
原
告
組
合
は
法
人
格
の
な
い
組
合
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
　
本
件
払
い
下
げ
が
依
拠
し
た
の
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
一
月
一
四
日
「
国
有
土
地
水
面
処
理
ニ
関
ス
ル
件
」（
内
務
大
臣
官
房
、
地
理
課
長
会
計
課
長
依
命
通
牒
第
三
号
）
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
同
件
に
は
、「
溜
池
、
溝
渠
（
用
悪
水
路
ト
モ
）
土
居
敷
水
道
墓
地
火
葬
場
ノ
如
キ
公
共
ノ
用
ニ
供
シ
ア
ル
土
地
水
面
ハ
一
旦
其
ノ
公
用
ヲ
廃
シ
テ
官
有
地
特
別
処
分
規
則
第
三
条
ニ
依
リ
之
ヲ
其
ノ
修
理
保
存
費
負
担
者
タ
ル
地
方
公
共
団
体
ニ
譲
与
ス
ル
コ
ト
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
公
用
を
廃
止
し
た
溜
池
、
溝
渠
等
は
、「
官
有
地
特
別
処
分
規
則
」
第
三
条
に
則
っ
て
、
そ
の
修
理
保
存
費
の
負
担
者
た
る
地
方
公
共
団
体
に
譲
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
　
上
記
「
官
有
地
特
別
処
分
規
則
」
と
は
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
勅
令
第
一
三
五
号
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
規
則
で
あ
る
。
同
規
則
第
三
条
は
、「
府
県
郡
市
町
村
又
ハ
公
共
組
合
ニ
シ
テ
直
接
公
用
ニ
供
ス
ル
官
有
地
ノ
修
理
保
存
費
ヲ
負
担
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
公
用
ヲ
廃
ス
ル
ト
キ
＜
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官
有
財
産
管
理
上
必
要
ノ
モ
ノ
ヲ
除
ク
外
之
ヲ
其
費
用
負
担
者
季
季
季
季
季
ニ
無
代
下
付
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
費
用
負
担
者
季
季
季
季
季
に
無
代
下
付
す
る
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
無
代
下
付
さ
れ
る
相
手
は
「
府
県
郡
市
町
村
又
ハ
公
共
組
合
」
と
例
示
さ
れ
て
い
る
。
府
県
郡
市
町
村
と
い
う
地
方
公
共
団
体
は
そ
れ
と
し
て
、「
公
共
組
合
」
に
は
ど
の
範
囲
の
者
が
含
ま
れ
る
か
こ
れ
だ
け
で
は
明
確
で
な
い
。
水
利
組
合
に
限
っ
て
も
、
法
人
と
な
っ
て
い
る
水
利
組
合
も
あ
れ
ば
、
法
人
組
織
を
と
っ
て
い
な
い
水
利
組
合
も
あ
る
。
ま
た
町
村
内
の
大
字
が
水
利
施
設
の
維
持
・
管
理
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
所
も
少
な
く
な
い
。
　
こ
の
件
に
関
し
て
、
旧
内
務
省
文
書
『
自
明
治
十
四
年
　
至
同
四
十
四
年
　
諸
法
令
指
令
録
　
達
・
勅
令
・
省
令
　
中
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
官
有
地
特
別
処
分
規
則
」
の
部
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
注
意
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
　
　
第
三
条
ノ
公
共
組
合
ト
ハ
水
利
組
合
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
指
シ
大
字
以
下
ハ
包
含
セ
サ
ル
モ
直
接
公
用
ニ
供
セ
シ
官
有
地
ニ
シ
テ
町
村
内
大
字
等
ニ
於
テ
修
理
保
存
費
ヲ
負
担
セ
シ
モ
ノ
ハ
町
村
ノ
負
担
セ
シ
モ
ノ
ト
シ
本
規
則
ヲ
援
用
シ
其
町
村
ヘ
下
付
ス
ル
義
ト
心
得
有
度
旨
廿
五
年
十
月
島
根
県
伺
ニ
対
ス
ル
通
牒
本
指
令
録
雑
ノ
部
ニ
記
載
ア
リ
す
な
わ
ち
譲
与
の
受
け
皿
と
な
る
「
公
共
組
合
」
は
、「
水
利
組
合
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
指
シ
大
字
以
下
ハ
包
含
」
し
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
町
村
内
大
字
等
ニ
於
テ
修
理
保
存
費
ヲ
負
担
」
し
た
場
合
は
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、「
町
村
ノ
負
担
セ
シ
モ
ノ
ト
シ
本
規
則
ヲ
援
用
シ
其
町
村
ヘ
下
付
ス
ル
」
と
、
記
し
て
い
る
。
　
こ
れ
を
、
払
下
げ
を
受
け
た
町
村
の
（
名
実
と
も
に
）
所
有
地
と
な
る
と
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
う
解
釈
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
維
持
管
理
の
労
も
と
ら
ず
「
修
理
保
存
費
ヲ
負
担
」
し
た
こ
と
も
な
い
地
方
公
共
団
体
た
る
町
村
が
公
法
人
た
る
資
格
を
有
す
る
と
い
う
こ
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─83
四
二
二
四
二
二
と
の
み
で
所
有
権
の
下
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、「
修
理
保
存
費
を
負
担
し
た
団
体
が
払
い
下
げ
を
受
け
る
」
と
い
う
原
則
と
抵
触
す
る
の
み
な
ら
ず
、「
修
理
保
存
費
を
負
担
し
た
」
大
字
や
法
人
格
の
な
い
水
利
組
合
が
そ
の
権
利
を
剥
奪
さ
れ
る
と
い
う
著
し
く
権
衡
を
欠
い
た
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
い
っ
た
い
だ
れ
が
水
利
施
設
等
を
維
持
管
理
し
て
き
た
主
体
で
あ
っ
た
か
、
修
繕
費
用
を
負
担
し
た
か
は
、
地
元
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
承
知
し
て
い
た
。
し
か
し
内
務
省
の
立
場
と
し
て
、
国
有
財
産
を
直
接
払
い
下
げ
る
場
合
、
個
人
や
大
字
、
ま
た
（
法
人
格
の
な
い
）
水
利
組
合
に
所
有
名
義
を
譲
与
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
う
事
情
が
か
い
ま
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
下
付
を
受
け
た
町
村
の
所
有
名
義
は
あ
く
ま
で
中
継
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
は
町
村
か
ら
地
元
の
し
か
る
べ
き
権
利
者
に
移
転
す
る
か
、
も
し
く
は
仮
に
名
義
を
移
転
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
地
方
行
政
の
場
面
で
は
費
用
負
担
者
で
あ
る
大
字
・
水
利
組
合
等
を
所
有
者
と
し
て
扱
う
こ
と
を
予
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
名
義
が
地
方
行
政
体
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
名
実
と
も
に
地
方
行
政
体
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
形
式
に
固
執
し
実
態
を
顧
み
な
い
主
張
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
林
野
に
関
し
て
、
明
治
初
年
の
官
民
有
区
分
に
多
く
の
問
題
点
が
あ
っ
た
、
す
な
わ
ち
本
来
民
有
に
区
分
さ
れ
る
べ
き
土
地
が
官
有
に
区
分
さ
れ
た
こ
と
は
顕
著
な
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
入
会
集
団
や
構
成
員
に
よ
っ
て
、
明
治
三
〇
年
国
有
林
野
下
戻
法
や
そ
の
他
の
機
会
を
利
用
し
て
官
有
地
の
払
い
下
げ
運
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
下
戻
が
成
功
し
た
場
合
は
、
決
し
て
行
政
村
で
は
な
く
、
地
元
部
落
や
大
字
に
所
有
権
が
付
与
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
入
会
権
の
解
体
』
Ⅰ
、 
そ
の
よ
う
な
例
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
『
入
会
権
の
解
体
』
Ⅰ
か
ら
①
　
熊
本
県
阿
蘇
郡
内
牧
町
、「
国
有
林
野
下
戻
法
で
こ
こ
の
官
有
原
野
は
下
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
…
こ
の
申
請
の
結
果
、
旧
来
の
慣
行
（
）
２５Ⅱ
に
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─84
四
二
一
四
二
一
が
み
と
め
ら
れ
、
原
野
は
関
係
部
落
に
下
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
明
治
三
八
年
）」。
同
書
二
三
頁
。
②
　
熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
町
、「
下
戻
申
請
は
明
治
三
八
年
に
許
可
さ
れ
、
各
大
字
所
有
と
な
っ
た
」。
同
書
一
六
九
頁
。
③
　
岩
手
県
二
戸
郡
荒
沢
村
、「
昭
和
九
年
、
そ
れ
ま
で
賃
貸
利
用
し
て
い
た
こ
の
地
に
、
御
料
局
よ
り
、
区
域
の
四
〇
％
の
無
償
払
下
げ
と
ひ
き
か
え
に
、
六
〇
％
の
返
還
が
申
し
こ
ま
れ
た
。
…
む
し
ろ
全
部
の
払
下
げ
を
、
し
か
も
価
格
を
さ
げ
た
上
で
年
賦
償
還
で
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
、
運
動
し
た
。
こ
れ
が
成
功
し
、
全
部
の
払
下
げ
が
う
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
数
ヵ
村
の
「
生
活
共
同
体
と
し
て
の
村
」
で
は
法
的
主
体
に
な
り
え
な
い
の
で
、
払
下
げ
出
願
の
名
義
人
は
荒
沢
村
と
す
る
が
、
実
は
「
従
来
の
縁
故
者
」
で
あ
る
旨
の
特
約
が
、
村
と
、
当
時
の
借
地
人
た
ち
と
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
…
牧
野
組
合
で
あ
る
な
ら
ば
直
接
払
下
げ
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
村
会
の
承
認
を
へ
て
、
払
下
げ
名
義
人
を
牧
野
組
合
に
変
更
し
、
…
完
全
に
組
合
有
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
」。
同
書
三
三
三
頁
。
『
入
会
権
の
解
体
』
Ⅱ
か
ら
④
　
群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
、「
明
治
三
二
年
四
月
一
八
日
、
国
有
土
地
森
林
原
野
下
戻
法
が
公
布
さ
れ
、
官
有
地
に
編
入
さ
れ
た
土
地
、
森
林
、
原
野
の
下
戻
の
み
ち
が
ひ
ら
か
れ
た
機
会
に
、
農
商
務
大
臣
に
下
戻
の
申
請
を
し
た
。
…
こ
の
下
戻
申
請
に
対
し
て
、
明
治
三
七
年
二
月
許
可
の
決
定
が
な
さ
れ
、
大
字
戸
倉
、
土
出
、
越
本
が
所
有
権
を
取
得
し
た
。」
同
書
三
四
七
頁
。
　
林
野
と
水
利
施
設
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
農
業
を
生
業
と
す
る
地
域
集
団
に
と
っ
て
自
分
た
ち
の
生
存
に
必
須
不
可
欠
の
環
境
資
源
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
両
者
は
共
通
の
性
質
を
有
し
て
い
る
。
地
租
改
正
─
官
民
有
区
分
時
に
官
有
地
と
誤
っ
て
認
定
さ
れ
た
林
野
に
つ
い
て
、
地
元
住
民
は
必
死
か
つ
執
拗
に
下
戻
し
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
運
動
に
手
を
焼
い
た
結
果
、
明
治
政
府
も
国
有
森
林
原
野
下
戻
法
を
制
定
し
て
、（
一
年
と
期
限
は
切
っ
た
も
の
の
）
下
戻
し
申
請
を
受
け
付
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─85
四
二
〇
四
二
〇
の
よ
う
な
歴
史
的
事
情
に
鑑
み
る
と
き
、
下
戻
し
運
動
が
奏
功
し
て
土
地
が
再
び
地
元
に
還
っ
て
き
た
と
き
の
取
扱
に
つ
い
て
、
山
林
原
野
で
あ
ろ
う
と
、
水
利
施
設
で
あ
ろ
う
と
取
扱
を
別
に
す
べ
き
理
由
は
存
在
し
な
い
。
地
方
行
政
体
た
る
市
町
村
も
事
態
は
充
分
把
握
し
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
む
す
び
　
既
述
の
よ
う
に
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
七
月
一
七
日
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
は
、
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
の
適
用
を
見
直
し
、
判
例
変
更
を
行
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
判
決
は
、「
入
会
集
団
の
構
成
員
の
う
ち
に
入
会
権
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
に
同
調
し
な
い
者
が
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
入
会
権
の
存
否
に
つ
い
て
争
い
の
あ
る
と
き
は
、
民
事
訴
訟
を
通
じ
て
こ
れ
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
入
会
権
の
存
在
を
主
張
す
る
構
成
員
の
訴
権
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
お
よ
そ
国
民
に
は
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
存
在
し
、
こ
れ
は
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
判
旨
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
　
こ
れ
ま
で
裁
判
所
は
、
入
会
権
の
存
在
を
主
張
す
る
者
に
対
し
て
、
実
質
審
理
を
す
る
こ
と
な
く
、
入
会
集
団
構
成
員
の
全
員
が
原
告
に
同
調
し
て
い
な
い
と
い
う
形
式
論
で
門
前
払
い
を
喰
わ
せ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
前
記
最
高
裁
判
決
は
、
入
会
集
団
構
成
員
の
全
員
を
原
告
側
に
組
織
し
え
な
か
っ
た
者
た
ち
（
そ
し
て
現
在
の
時
点
で
は
、
入
会
集
団
内
の
利
害
分
立
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
事
態
は
常
態
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
）
に
も
、
実
質
的
な
審
理
を
受
け
る
権
利
を
保
障
せ
よ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
入
会
権
確
認
訴
訟
を
取
り
扱
う
全
国
の
裁
判
所
に
対
し
て
発
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
本
判
決
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
　
こ
の
結
果
、
い
く
つ
か
の
訴
訟
は
息
を
吹
き
返
し
、
事
実
審
に
差
戻
さ
れ
再
び
審
理
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
差
戻
し
後
の
＜
論
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訴
訟
の
状
況
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
前
記
判
決
の
趣
旨
を
没
却
す
る
状
況
が
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
　
鹿
児
島
県
馬
毛
島
訴
訟
で
は
、
裁
判
官
が
依
然
と
し
て
「
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
論
」
に
拘
泥
し
た
あ
げ
く
、
再
び
却
下
さ
れ
る
と
い
う
仕
儀
と
な
っ
た
。
上
関
の
神
社
名
義
地
訴
訟
・
和
歌
山
県
大
門
池
訴
訟
の
判
決
は
、
い
ず
れ
も
登
記
上
の
名
義
に
の
み
重
点
を
置
き
、
実
態
を
踏
ま
え
な
い
結
論
を
引
き
出
し
た
。
裁
判
官
の
観
念
的
思
考
の
産
物
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
　
三
つ
の
訴
訟
を
通
観
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
国
や
公
共
団
体
の
利
益
の
前
に
人
民
の
私
的
権
利
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
山
大
門
池
訴
訟
は
、
文
字
ど
お
り
私
人
（
水
利
組
合
）
と
地
方
自
治
体
の
訴
訟
で
あ
る
。
馬
毛
島
訴
訟
や
上
関
神
社
名
義
地
訴
訟
は
、
形
の
上
で
は
私
人
（
入
会
集
団
構
成
員
）
と
私
人
（
開
発
業
者
も
し
く
は
電
力
会
社
）
の
争
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
軍
事
や
原
子
力
発
電
と
い
う
国
の
政
策
が
か
ら
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
入
会
権
と
い
う
私
的
権
利
は
い
と
も
簡
単
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
入
会
権
に
通
暁
し
た
裁
判
官
・
弁
護
士
が
僅
少
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
入
会
権
に
関
す
る
学
問
的
調
査
・
研
究
の
成
果
が
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
軍
事
や
原
子
力
発
電
と
い
う
み
せ
か
け
の
公
共
目
的
と
入
会
権
と
い
う
環
境
保
全
に
も
資
す
る
私
的
財
産
権
を
尊
重
す
る
こ
と
と
、
い
ず
れ
が
真
の
意
味
で
公
共
の
利
益
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
１
）　
野
村
泰
弘
「
共
有
入
会
地
の
慣
習
に
反
す
る
処
分
に
対
す
る
訴
訟
」（
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
『
総
合
政
策
論
叢
』
一
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、「
そ
れ
は
裁
判
所
の
責
任
放
棄
ゆ
え
と
い
っ
て
も
よ
く
、
そ
れ
も
た
ん
な
る
責
任
放
棄
で
は
な
く
、
実
体
的
な
判
断
を
し
な
い
と
い
う
不
作
為
に
よ
っ
て
、
違
法
処
分
に
加
担
す
る
結
果
を
招
い
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
（
２
）　
牧
洋
一
郎
「
開
発
と
地
域
住
民
─
馬
毛
島
浦
持
入
会
地
裁
判
を
中
心
と
し
て
─
」（
鹿
児
島
国
際
大
学
『
地
域
総
合
研
究
』
三
七
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
地
域
開
発
と
入
会
紛
争
─
馬
毛
島
入
会
権
確
認
請
求
訴
訟
事
件
─
」（
東
京
市
政
調
査
会
『
都
市
問
題
』
一
〇
二
巻
六
号
、
二
〇
一
一
年
）、
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─87
四
一
八
四
一
八
同
「
入
会
裁
判
と
軍
事
基
地
問
題
─
馬
毛
島
入
会
権
確
認
訴
訟
を
素
材
と
し
て
─
」（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
『
地
域
研
究
』
一
〇
号
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。
（
３
）　
上
関
原
発
計
画
を
め
ぐ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
訴
訟
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
文
献
は
多
い
が
、
と
り
あ
え
ず
室
田
武
「
瀬
戸
内
海
北
岸
に
お
け
る
入
会
地
、
神
社
有
地
、
漁
業
権
の
危
機
─
上
関
原
発
計
画
を
め
ぐ
る
司
法
判
断
の
批
判
的
検
討
─
」（『
経
済
学
論
叢
（
同
志
社
大
学
）』
六
〇
巻
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）、
鈴
木
龍
也
「
環
境
保
全
と
入
会
訴
訟
─
山
口
県
上
関
町
原
発
建
設
予
定
地
入
会
訴
訟
を
素
材
と
し
て
─
」（
丸
山
徳
次
・
宮
浦
富
保
編
『
里
山
学
の
ま
な
ざ
し
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。
（
４
）　
こ
の
判
決
に
対
し
て
は
、
筆
者
も
批
判
的
見
解
を
公
表
し
て
い
る
。
矢
野
達
雄
「
山
口
県
上
関
原
子
力
発
電
所
予
定
地
訴
訟
控
訴
審
判
決
の
批
判
的
検
討
─
入
会
地
の
処
分
を
め
ぐ
る
問
題
を
中
心
に
─
」（『
愛
媛
法
学
会
雑
誌
』
三
三
巻
三
・
四
合
併
号
、
二
〇
〇
七
年
）。
（
５
）　
こ
の
訴
訟
お
よ
び
判
決
に
か
ん
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
存
す
る
が
、
今
回
の
主
題
か
ら
は
ず
れ
る
の
で
、
深
く
追
求
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
同
判
決
を
批
判
し
た
論
考
と
し
て
、
野
村
泰
弘
「
上
関
原
発
共
有
入
会
地
訴
訟
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
」（『
島
大
法
学
』
第
五
二
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
（
６
）　
本
件
訴
訟
の
経
過
と
問
題
点
を
検
討
し
た
論
考
と
し
て
、
野
村
泰
弘
「
神
社
地
の
帰
属
と
入
会
権
─
上
関
原
発
用
地
を
素
材
と
し
て
─
」（
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
『
総
合
政
策
論
叢
』
一
四
号
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
（
７
）　
こ
れ
は
、
林
宮
司
に
は
全
く
相
談
な
し
に
、
氏
子
総
代
兼
責
任
役
員
の
某
が
本
件
土
地
に
つ
い
て
被
告
会
社
と
の
間
で
締
結
し
た
賃
貸
借
契
約
で
あ
る
。
（
８
）　
判
決
は
、「
そ
の
価
額
は
二
〇
〇
〇
円
程
度
と
原
告
は
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
伝
聞
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
よ
り
低
額
で
あ
っ
た
と
推
認
で
き
る
。
ま
た
四
代
住
民
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
」
な
ど
と
余
計
な
推
測
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
判
決
は
、
原
告
は
四
代
組
共
有
入
会
地
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
が
、
周
辺
に
「
四
代
組
」
名
義
で
登
記
し
た
土
地
が
存
在
す
る
（
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
い
わ
ゆ
る
「
共
有
地
」
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
係
争
地
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
の
で
、
本
件
土
地
が
四
代
組
共
有
入
会
地
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。
（
９
）　
Ｋ
Ｔ
は
、「
共
有
地
訴
訟
」
の
原
告
当
事
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
差
戻
審
の
開
始
前
に
、
町
外
に
移
転
し
て
い
る
。
（
　
）　
Ｋ
Ｔ
証
言
は
、「
地
下
山
と
同
じ
よ
う
に
八
幡
山
も
、
個
人
の
山
と
違
っ
て
、
誰
が
入
っ
て
も
文
句
を
言
う
人
は
い
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
１０ ＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─88
四
一
七
四
一
七
（
　
）　
藩
政
期
に
お
け
る
、
大
門
池
の
支
配
進
退
を
物
語
る
史
料
と
し
て
、
梅
田
志
保
「
根
来
寺
周
辺
の
荘
園
と
開
発
」（『
中
世
根
来
の
内
と
外
』
二
〇
〇
１１
九
年
）、
同
「
大
門
池
・
住
持
池
に
関
す
る
新
史
料
」（
和
歌
山
地
方
史
研
究
会
編
『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
五
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
「
奉
願
口
上
覚
」、
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
　「
大
門
池
水
定
書
」
の
二
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
（
　
）　
本
件
水
利
集
団
は
、
江
戸
期
の
四
ヵ
村
（
西
坂
本
村
、
森
村
、
堀
口
村
、
川
尻
村
）
を
基
盤
と
す
る
が
、
明
治
期
に
は
「
大
門
池
下
聯
合
」
と
称
し
、
１２
の
ち
昭
和
五
二
年
「
大
門
池
・
新
池
両
溜
池
水
利
組
合
」
を
設
立
し
た
。
（
　
）　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
壬
申
地
券
の
段
階
で
は
、
両
池
は
「
村
持
公
有
地
」
に
該
当
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
六
年
１３
以
降
の
地
租
改
正
、
そ
の
後
の
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
「
地
所
名
称
区
分
改
正
」（
太
政
官
布
告
一
二
〇
号
）
に
よ
っ
て
、
公
有
地
の
名
称
は
廃
止
さ
れ
、
官
有
地
も
し
く
は
民
有
地
の
い
ず
れ
か
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
官
民
有
区
分
）。
両
池
に
関
し
て
確
か
な
こ
と
は
、
官
民
有
区
分
の
結
果
「
官
有
地
」
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
の
み
で
あ
る
。
（
　
）　
本
件
た
め
池
の
近
隣
に
所
在
し
官
有
地
に
区
分
さ
れ
て
い
た
住
持
池
お
よ
び
中
左
近
池
の
敷
地
は
、
大
正
一
一
年
三
月
二
三
日
付
け
で
国
か
ら
「
根
１４
来
村
山
崎
村
住
持
中
左
近
両
溜
池
普
通
水
利
組
合
」
に
贈
与
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
口
の
池
、
中
の
池
お
よ
び
奧
の
池
の
敷
地
は
、
同
年
四
月
四
日
付
け
で
「
山
田
普
通
水
利
組
合
」
に
贈
与
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
　
）　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
渡
辺
洋
三
『
慣
習
的
権
利
と
所
有
権
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、「
農
地
や
宅
地
な
ら
ば
、
土
地
の
売
買
・
質
入
１５
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
に
応
じ
て
、
あ
る
程
度
観
念
的
な
所
有
権
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
え
た
と
し
て
も
、
水
路
施
設
に
つ
い
て
は
、
入
会
林
野
と
同
じ
よ
う
に
、
地
上
の
水
路
施
設
や
毛
上
の
利
用
を
は
な
れ
て
地
盤
だ
け
を
処
分
す
る
と
い
う
こ
と
は
何
ら
意
味
を
な
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
事
態
は
原
則
と
し
て
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」（
同
書
二
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
（
　
）　
渡
辺
洋
三
『
農
業
水
利
権
の
研
究
〔
増
補
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
四
年
、
一
九
七
〇
年
）
一
八
五
頁
は
、
農
業
水
利
権
と
溜
池
等
の
地
１６
盤
所
有
権
の
関
係
に
つ
き
、「
二
個
以
上
の
水
利
用
者
が
共
同
し
て
同
一
の
水
源
な
い
し
水
路
等
を
使
っ
て
用
水
の
利
益
を
享
受
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
ら
水
源
や
水
路
等
の
地
盤
に
対
す
る
所
有
（
抽
象
的
支
配
権
と
し
て
の
）
意
識
は
、
明
治
以
前
の
旧
時
代
に
お
い
て
は
い
ま
だ
存
在
せ
ず
、
た
だ
こ
れ
ら
の
も
の
に
対
す
る
具
体
的
支
配
の
み
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」、「
言
う
ま
で
も
な
く
、
右
の
弁
明
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
・
具
体
的
用
益
か
ら
独
立
し
た
地
盤
所
有
権
の
意
識
は
、
裁
判
所
─
上
か
ら
の
近
代
化
を
企
図
し
そ
れ
を
少
な
く
も
法
制
の
上
で
は
実
現
し
よ
う
と
し
た
国
家
─
の
意
識
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─89
四
一
六
四
一
六
で
あ
っ
て
、
従
来
の
慣
行
と
伝
統
の
中
に
、
具
体
的
な
用
益
を
基
本
と
す
る
秩
序
の
体
系
の
も
と
で
生
活
し
て
き
た
人
民
の
意
識
で
は
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
（
　
）　
中
尾
英
俊
『
入
会
林
野
の
法
律
問
題
〔
新
版
〕』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
九
年
）
一
六
八
頁
以
下
、
同
『
入
会
権
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
一
１７
一
九
～
一
二
四
頁
、
な
ど
。
川
島
武
宜
「
入
会
権
」（『
注
釈
民
法
』
七
、
一
九
六
八
年
、
有
斐
閣
）。
（
　
）　
大
判
明
治
三
六
年
六
月
一
九
日
民
録
九
輯
七
五
九
頁
、
大
判
大
正
六
年
一
一
月
二
八
日
民
録
二
三
輯
二
〇
一
八
頁
。
１８
（
　
）　
大
判
大
正
一
〇
年
一
一
月
二
八
日
民
録
二
七
輯
二
〇
四
五
頁
。
１９
（
　
）　
青
島
敏
「
入
会
権
と
登
記
」（『
中
日
本
入
会
林
野
研
究
会
会
報
』
一
四
号
、
一
九
九
四
年
）。
川
島
武
宜
「
入
会
権
」（『
注
釈
民
法
』
七
、
一
九
六
２０
八
年
、
有
斐
閣
）
五
八
五
～
五
九
〇
頁
。
（
　
）　
山
中
永
之
佑
『
民
事
裁
判
の
法
史
学
─
村
と
土
地
の
裁
判
と
法
─
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
六
三
～
一
六
四
頁
。
２１
（
　
）　
矢
野
達
雄
「
溜
池
敷
地
の
所
有
権
と
村
落
秩
序
─
愛
媛
県
北
宇
和
郡
吉
田
町
の
溜
池
を
例
と
し
て
─
」（『
黒
木
三
郎
先
生
古
希
記
念
・
現
代
法
社
会
２２
学
の
諸
問
題
（
上
）』
民
事
法
研
究
会
、
一
九
九
二
年
、
三
〇
一
～
三
〇
二
頁
）。
（
　
）　
堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
』
第
十
冊
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
三
二
年
）
四
六
八
頁
。
な
お
郷
役
米
に
つ
い
て
、
平
山
行
三
氏
は
、「
即
ち
紀
州
藩
に
２３
は
、
用
水
工
事
な
ど－
普
請
の
た
め－
郷
役
米
の
制
度
が
存
在
し
た
。
承
応
二
年
か
ら
創
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
の
制
度
は
、
高
百
石
に
つ
き
米
一
石
三
斗
ず
つ
を
在
々
よ
り
納
め
さ
せ
て
、
普
請
に
使
役
す
る
人
足
へ
の
給
付
や
そ
の
他
諸
費
用
に
宛
て
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
郷
組
単
位
で
徴
収
さ
れ
る
役
米
で
あ
っ
た
か
ら
、
支
払
そ
の
他
の
経
理
の
面
で
大
庄
屋
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」（
平
山
行
三
『
紀
州
藩
農
村
法
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
、
二
〇
〇
頁
）。
（
　
）　
岩
出
町
『
岩
出
町
誌
』（
一
九
七
六
年
）
も
、「
溜
池
は
大
体
関
係
有
田
者
の
共
有
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
養
水
の
配
分
方
法
な
ど
の
契
約
は
、
文
２４
書
で
し
た
も
の
と
口
伝
え
に
よ
る
取
り
決
め
と
が
あ
る
」
と
記
述
し
て
い
る
。
岩
出
町
（
の
ち
岩
出
市
）
が
、
溜
池
の
所
有
に
つ
い
て
、
水
利
組
合
の
所
有
を
否
認
し
、
町
の
ち
の
市
の
所
有
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
図
書
館
建
設
問
題
が
生
起
し
て
以
降
な
の
で
あ
る
。
（
　
）　
川
島
武
宜
・
潮
見
俊
隆
・
渡
辺
洋
三
編
『
入
会
権
の
解
体
』
Ⅰ
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）、『
入
会
権
の
解
体
』
Ⅱ
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）。
２５ ＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─90
四
一
五
四
一
五
〔
付
記
〕　
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
牧
洋
一
郎
・
野
村
泰
弘
・
西
洋
氏
は
じ
め
各
位
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
二
五
～
二
七
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
日
本
近
代
法
の
ゆ
ら
ぎ
─
土
地
・
家
族
・
村
の
実
証
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
入
会
権
確
認
訴
訟
に
お
け
る
最
近
の
動
向
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
─　　─91
四
一
四
四
一
四
